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伝
』
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阪
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【
要
約
】
元
明
天
皇
の
即
位
宣
命
に
初
出
す
る
「
不
改
常
典
」
に
関
し
て
は
膨
大
な
研
究
成
果
が
あ
る
が
、
本
居
宣
長
が
指
摘
し
た
「
此
文
字
を
本
に
て
出
来
た
る
言
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
典
拠
を
探
す
と
い
う
作
業
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
を
『
後
漢
書
』
楊
終
伝
の
「
百
王
常
典
、
不
易
之
道
也
」
に
求
め
、
関
連
し
て
『
公
羊
伝
』
が
説
く
「
譲
国
（
譲
位
）」
と
「
皇
位
継
承
順
の
遵
守
」
こ
そ
が
、
草
壁
・
文
武
亡
き
後
の
皇
位
継
承
問
題
を
背
後
で
支
え
た
思
想
的
根
拠
で
あ
る
こ
と
を
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
）
は
じ
め
に
本
居
宣
長
の
『
續
紀
歴
朝
詔
詞
解
』（
一
八
〇
三
年
）
は
「
續
紀
に
出
た
る
詔
書
の
か
ぎ
り
を
て
、
そ
の
詞
を
解トキ
た
り１
）
」
と
い
う
も
の
で
、「
今
日
に
至
っ
て
も
容
易
に
そ
の
根
幹
を
超
え
る
こ
と
の
出
来
な
い２
）
」
と
評
さ
れ
る
貴
重
な
研
究
成
果
で
あ
る
。
当
書
で
宣
長
は
専
ら
わ
が
国
上
代
の
古
語
の
解
釈
に
意
を
注
ぐ
た
め
、
そ
の
対
象
素
材
に
は
宣
命
体
で
書
か
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
漢
文
体
に
よ
る
元
正
天
皇
朝
の
詔
は
そ
の
対
象
外
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、『
日
本
書
紀
』
を
読
む
に
つ
け
「
か
の
上
代
の
か
ら
ざ
ま
の
造ツクリ
詔ミコトの
、
こ
ち
た
く
う
る
さ
き
に
つ
け
て
も
、
古
語
の
ま
こ
と
の
詔
詞
の
、
い
と
し
ぬ
は
し
き
歎
き
ぞ
、
た
へ
が
た
か
り
け
る３
）
」
と
い
う
宣
長
ゆ
え
、
そ
の
第
一
詔
か
ら
第
六
二
詔
ま
で
の
間
に
、
古
語
と
認
め
ぬ
「
か
ら
文
」
の
類
に
注
す
る
こ
と
五
〇
か
所
二
一
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
余
り
に
及
ぶ
。
ま
た
そ
の
全
文
が
漢
籍
の
ま
ま
と
判
じ
る
「
大
赦
天
下
」
以
下
の
詞
文
は
「
今
は
用
な
く
、
煩
は
し
さ
に
、
省ハブ
け
る
也４
）
」
と
、
取
り
あ
げ
て
い
な
い
。
『
続
日
本
紀
』
元
明
天
皇
の
慶
雲
四
年
七
月
壬
子
条
の
即
位
宣
命
に
初
出
す
る
「
不
改
常
典
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
大
化
の
改
新
と
そ
の
新
政
典
法
の
意
に
解
し
た
宣
長
の
見
解
は
今
や
否
定
さ
れ
て
お
り５
）
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
い
。
問
題
は
、
宣
長
が
そ
れ
を
「
加カ
波ハ
流ル
麻マ
自ジ
伎キ
都ツ
禰ネ
乃ノ
能ノ
理リ
」
と
訓
む
べ
き
と
し
た
上
で
、「
然
ら
ば
い
づ
れ
を
も
、
字
音
に
讀
ム
べ
き
に
や
、
い
か
に
も
此
言
は
、
も
と
よ
り
の
古
言
に
は
あ
ら
ず
、
此
文
字
を
本
に
て
出
来
た
る
言
な
れ
ば
、
音
に
讀
マ
む
も
あ
し
か
ら
じ６
）
」
と
の
認
識
を
示
し
た
点
に
あ
る
。「（
本
来
の
古
語
で
は
な
い
か
ら
）〞
フ
カ
イ
ジ
ョ
ウ
テ
ン
〝
と
音
読
み
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。「
古
言
に
は
あ
ら
ず
、
此
文
字
を
本
に
て
出
来
た
る
言
」
と
は
、
即
ち
そ
れ
が
「
か
ら
ざ
ま
の
語
」
か
ら
の
造つくり
語ことばで
あ
ろ
う
こ
と
を
、
宣
長
は
見
抜
き
、
予
見
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
元
明
や
聖
武
ら
の
即
位
宣
命
に
み
え
る
「
不
改
常
典
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
実
に
多
く
の
論
考
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る７
）
。
し
か
し
、
宣
長
が
予
見
し
て
い
た
い
わ
ば
「
漢
語
に
基
づ
く
言
」
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
論
考
は
ま
だ
な
い
と
認
識
し
て
い
る８
）
。で
は
、
宣
長
が
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
「
此
文
字
を
本
に
て
出
来
た
る
言
」
と
の
立
場
に
立
つ
時
に
は
、「
不
改
常
典
」
の
典
拠
を
い
か
な
る
漢
籍
に
求
む
べ
き
か
、
ま
た
そ
の
背
景
に
は
い
っ
た
い
何
が
見
え
て
来
る
だ
ろ
う
か
。
敢
え
て
こ
の
課
題
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
二
）『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
『
漢
書
』
等
か
ら
の
影
響
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
を
求
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
『
続
紀
』
で
は
具
体
的
に
『
漢
書
』
や
『
後
漢
書
』
な
ど
中
国
史
籍
の
記
事
か
ら
ど
の
よ
う
な
文
言
を
い
か
に
摂
取
・
引
用
し
て
い
る
の
か
、
い
わ
ば
そ
の
前
提
と
な
る
周
辺
事
情
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
二
二
そ
れ
ゆ
え
、
前
置
き
と
し
て
は
少
し
長
く
は
な
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
そ
の
影
響
と
お
ぼ
し
き
文
例
（
ア
〜
カ９
）
）
に
注
目
し
、
具
体
相
と
し
て
列
挙
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
【
文
武
朝
】
（
ア
）
大
寶
三
年
七
月
甲
午
条
。「
以
災
異
頻
見
年
穀
不
登
。
詔
。
減
京
畿
及
大
宰
府
管
内
諸
国
調
半
。
免
天
下
之
庸
。」
又
「
詔
。
五
位
已
上
賢
良
方
正
之
士
。」（
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
も
同
じ
。）
こ
こ
に
み
え
る
「
賢
良
方
正
之
士
」
に
つ
い
て
、
果
た
し
て
文
武
朝
で
実
施
さ
れ
た
か
否
か
は
判
ら
な
い
。
わ
が
国
で
は
単
に
観
念
的
な
借
用
文
言
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
国
で
は
後
の
科
挙
制
度
の
さ
き
が
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
先
有
司
。
赦
小
過
、
賢
才10
）
。」
と
は
孔
子
の
言
だ
が
、
漢
王
朝
で
は
早
く
文
帝
の
二
（
前
一
七
八
）
年
と
一
五
（
前
一
六
五
）
年
の
詔
に
み
え
て
い
る11
）
。
い
ま
前
者
の
例
は
、
一
一
月
癸
卯
晦
に
日
食
が
あ
っ
た
時
の
詔
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
朕
聞
之
、
天
生
民
、
為
之
置
君
以
養
治
之
。
人
主
不
徳
、
布
政
不
均
、
則
天
示
之
災
以
戒
不
治
。
乃
十
一
月
晦
、
日
有
食
之
、
適
見
于
天
、
災
孰
大
焉
。
朕
獲
保
宗
廟
、
以
微
眇
之
身
託
于
士
民
君
王
之
上
、
天
下
治
、
在
予
一
人
、
唯
二
三
執
政
猶
吾
股
肱
也
。
朕
下
不
能
治
育
群
生
、
上
以
累
三
光
之
明
、
其
不
徳
大
矣
。
令
至
、
其
悉
思
朕
之
過
失
、
及
知
見
之
所
不
及
、
亡
以
啓
告
朕
。
及
賢
良
方
正
能
直
言
極
諌
者
、
以
匡
朕
之
不
逮
。
因
各
敕
以
職
任
、
務
省
費
以
便
民
。（
略
）」
12
）
と
述
べ
る
。
日
食
と
い
う
異
常
現
象
を
自
ら
の
治
世
の
不
徳
に
対
す
る
天
か
ら
の
警
告
と
し
て
受
け
止
め
、
そ
の
責
め
は
予
一
人
に
あ
る
と
し
て
自
ら
を
戒
め
る
文
辞
（
姿
勢
・
政
治
理
念
）
は
漢
王
朝
で
は
普
遍
的
に
み
ら
れ
る13
）
。
水
旱
、
年
穀
不
登
、
日
食
、
地
震
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
災
異
現
象
が
生
起
し
た
と
き
に
、
皇
帝
の
治
世
に
対
し
直
言
極
諌
で
き
る
人
士
を
求
め
て
こ
の
表
現
を
併
用
し
て
い
る14
）
。
後
述
す
る
が
「
在
予
一
人
」
の
用
例
は
『
続
紀
』
で
は
元
正
や
聖
武
の
詔
に
も
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
宣
帝
本
紀
の
本
始
四
（
前
七
〇
）
年
の
例
を
み
る
と
、
二
三
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
「
夏
四
月
壬
寅
、
郡
國
四
十
九
地
震
、
或
山
崩
水
出
。
詔
曰
『
蓋
災
異
者
、
天
地
之
戒
也
。
朕
承
洪
業
、
奉
宗
廟
、
託
于
士
民
之
上
、
未
能
和
群
生
。
乃
者
地
震
北
海
、
邪
、
壊
祖
宗
廟
、
朕
甚
懼
焉
。
丞
相
、
御
史
其
與
列
侯
、
中
二
千
石
博
問
經
學
之
士
、
有
以
應
變
、
輔
朕
之
不
逮
、
有
所
諱
。
令
三
輔
、
太
常
、
内
郡
國
賢
良
方
正
各
一
人
。
律
令
有
可
除
以
安
百
姓
、
條
奏
。
被
地
震
壊
敗
甚
者
、
勿
收
租
賦
。』
大
赦
天
下15
）
。」
と
み
え
る
。
災
異
は
皇
帝
の
治
世
に
対
す
る
天
地
か
ら
の
戒
め
（
譴
告
）
で
あ
る16
）
。
そ
れ
ゆ
え
宣
帝
は
こ
の
事
態
を
懼
れ
、「
博
く
經
學
の
士
に
問
う
て
災
異
に
対
応
し
て
こ
れ
を
禦
ぎ
、
朕
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
を
補
佐
し
て
、
は
ば
か
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
三
輔
・
太
常
・
内
郡
國
に
命
じ
て
賢
良
・
方
正
の
科
の
士
を
そ
れ
ぞ
れ
一
人
あ
て
推
挙
さ
せ
よ17
）
。」
と
前
引
同
様
の
こ
と
を
い
い
、
更
に
「
律
令
の
う
ち
、
も
し
除
去
し
て
人
民
を
安
堵
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
箇
条
書
き
に
し
て
奏
上
せ
よ
。（
略
）」（
同
上
）
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
当
時
の
文
人
誼
が
「（
略
）
故
君
以
知
賢
為
明
、
吏
以
愛
民
為
忠
。
故
臣
忠
則
君
明
、
此
之
謂
聖
王18
）
。」
と
も
い
う
よ
う
に
、
聖
王
の
要
件
に
は
独
善
・
独
裁
に
陥
ら
ず
、
信
頼
関
係
に
基
づ
く
識
別
賢
良
な
る
臣
下
か
ら
の
献
策
を
い
か
に
治
世
に
反
映
さ
せ
る
か
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る19
）
。
文
武
朝
の
（
ア
）
大
寶
三
年
の
場
合
も
、
八
世
紀
初
頭
に
け
る
東
ア
ジ
ア
の
夏
が
「
冷
涼
多
雨20
）
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
前
段
の
詔
に
は
「
災
異
頻
見
年
穀
不
登
」
と
あ
り
、
や
は
り
災
異
の
頻
発
に
よ
り
穀
物
の
不
作
に
み
ま
わ
れ
た
状
況
下
で
「
賢
良
方
正
之
士
」
の
詔
詞
を
使
っ
て
い
る
。
日
本
で
の
推
挙
制
の
実
態
は
と
も
か
く
も
、
同
じ
「
賢
良
方
正
之
士
」
と
い
う
慣
用
表
現
の
、
場
面
に
対
応
し
た
的
確
な
用
法
と
い
う
点
で
は
漢
・
日
相
互
に
共
通
性
を
指
摘
で
き
る
。
と
同
時
に
、
恐
ら
く
日
本
的
「
華
夷
思
想21
）
」
を
背
景
と
し
た
文
武
天
皇
自
身
に
よ
る
中
国
皇
帝
へ
の
比
擬
の
一
端
を
も
そ
れ
は
示
し
て
い
る
。
同
様
の
姿
勢
は
元
明
天
皇
以
降
に
も
続
く
も
の
で
あ
っ
た
。
【
元
明
朝
】
二
四
（
イ
）
慶
雲
四
年
七
月
庚
子
条
。「
有
事
于
大
内
山
陵
。」
こ
れ
は
例
え
ば
『
後
漢
書
』
光
武
帝
本
紀
、
建
武
六
（
後
三
〇
）
年
夏
四
月
丙
子
条
の
「
幸
長
安
、
始
謁
高
廟
、
遂
有
事
十
一
陵22
）
。」
に
見
え
る
「
有
事
」
と
用
法
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
唐
の
李
賢
ら
は
「
有
事
謂
祭
也
」
と
注
し
、『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
八
年
秋
七
月
の
「
有
事
於
太
廟
」
を
一
例
に
掲
げ
る
。
基
本
的
に
秦
の
制
度
を
引
き
継
い
だ
漢
で
は
、
宗
廟
の
制
に
も
礼
経
に
そ
ぐ
わ
ぬ
面
が
あ
り
、
の
ち
に
種
々
改
廃
の
経
緯
も
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
迂
闊
な
言
及
は
避
け
た
い23
）
。
た
だ
、
こ
の
「
十
一
陵
」
と
は
前
漢
高
祖
の
長
陵
、
恵
帝
の
安
陵
、
文
帝
の
覇
陵
、
景
帝
の
陽
陵
、
武
帝
の
茂
陵
、
昭
帝
の
平
陵
、
宣
帝
の
杜
陵
、
元
帝
の
陵
、
成
帝
の
延
陵
、
哀
帝
の
義
陵
、
平
帝
の
康
陵
を
さ
す24
）
。
文
案
に
則
し
て
言
え
ば
、「
十
一
陵
」
を
「
大
内
山
陵
」
に
替
え
る
と
（
イ
）
は
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
元
明
天
皇
は
即
位
を
前
に
し
て
天
武
・
持
統
の
山
陵
を
祭
り
、
恐
ら
く
は
謹
ん
で
「
即
位
の
意
志
を
告
げ
、
物
を
献
じ
た25
）
」
の
で
あ
ろ
う
。「
山
陵
」
と
「
太
廟
」
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
物
を
供
献
し
て
先
代
を
祭
る
と
い
う
点
で
は
先
の
光
武
帝
と
も
共
通
し
て
お
り
、
中
国
王
朝
に
一
般
的
な
「
有
事
于
太
廟
」
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
摂
取
援
用
し
た
例
と
考
え
る
。
実
際
に
、
文
武
亡
き
あ
と
の
皇
統
を
継
承
・
譲
位
せ
ん
と
す
る
元
明
に
は
、
天
武
・
持
統
へ
の
山
陵
祭
祀
は
重
要
な
政
治
的
意
義
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う26
）
。
皇
后
だ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
元
明
の
即
位
は
「
そ
れ
ま
で
の
慣
行
か
ら
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
異
例
で
あ
っ
た27
）
」
と
も
言
わ
れ
る
が
、
村
井
康
彦
氏
が
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
そ
れ
が
異
例
で
は
な
い
と
し
て
も
、
即
位
に
先
立
ち
天
武
・
持
統
の
山
陵
に
「
有
事
」
す
る
こ
と
自
体
が
「
不
改
常
典
」
の
成
立
背
景
と
も
深
い
か
か
わ
り
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
こ
に
お
い
て
元
明
や
元
正
の
即
位
と
譲
位
は
、『
春
秋
』
公
元
年
春
正
月
の
「
公
羊
伝
」
に
あ
る
「
故
凡
隠
之
立
、
為
桓
立
也28
）
。」
と
の
一
文
を
想
起
さ
せ
る
。
公
は
「
こ
の
時
、
即
位
を
辞
し
た
と
し
て
も
、
桓
公
が
必
ず
即
位
で
き
る
と
い
う
保
証
が
な
く
、
か
り
に
桓
公
が
即
位
し
て
も
、
大
夫
た
ち
が
幼
君
（
桓
公
）
を
補
佐
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
っ
た
た
め
、
自
分
が
位
に
つ
き
、
桓
公
が
成
長
し
た
ら
譲
位
し
た
い
と
考
え29
）
」、
そ
れ
で
「
桓
公
の
た
め
を
思
っ
て
位
に
つ
い
た
の
で
あ
る
」（
同
上
）
と
い
う
。「
譲
国
」
二
五
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
と
「
王
位
継
承
順
位
の
遵
守30
）
」
こ
そ
は
『
公
羊
伝
』
の
大
義
（
後
述
）
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
の
場
合
、
譲
国
を
譲
位
に
置
き
換
え
れ
ば
腑
に
〞
落
ち
る
〝
文
脈
と
な
る
だ
ろ
う
。
（
ウ
）
和
銅
元
年
七
月
乙
巳
、
勅
曰：
「
汝
王
臣
等
。
為
諸
司
本
。
由
汝
等
勠
力
。
諸
司
人
等
須
齊
整
。
朕
聞
。
忠
淨
守
臣
子
之
業
。
遂
受
榮
貴
。
貧
濁
失
臣
子
之
道
。
必
被
罪
辱
。
是
天
地
之
理
。
君
臣
之
明
鏡
。
故
汝
等
知
此
意
。
各
守
所
。
勿
有
怠
緩
。
能
堪
時
務
者
。
必
而
進
。
乱
失
官
事
者
。
必
諱
。」
即
位
し
て
日
も
浅
く
、
平
城
京
遷
都
を
始
動
さ
せ
て
い
た
女
性
天
皇
と
し
て
の
不
安
も
あ
っ
た
か
と
思
え
る
元
明
に
は
、『
漢
書
』
が
記
す
「
謀
反
事
件
」
に
ま
つ
わ
る
重
要
な
フ
レ
ー
ズ
「
臣
子
之
道
」
に
意
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
は
重
視
し
た
い
。
こ
と
は
、
穂
積
親
王
を
は
じ
め
、
左
大
臣
石
上
麻
呂
、
右
大
臣
藤
原
不
比
等
の
ほ
か
、
大
・
中
納
言
、
左
大
弁
ら
重
鎮
た
ち
に
忠
誠
心
を
も
っ
て
忠
勤
を
励
む
よ
う
求
め
て
勅
し
、
今
度
は
神
祇
大
副
、
太
政
官
少
弁
、
八
省
の
少
輔
以
上
、
侍
従
、
弾
正
弼
以
上
及
び
武
官
の
事
五
位
ら
文
武
の
五
位
以
上
の
官
人
を
召
入
れ
て
お
こ
な
っ
た
勅
で
あ
る
。
こ
の
勅
に
い
う
「
臣
子
之
道
」
の
使
用
例
は
、『
漢
書
』
で
は
例
え
ば
、
衡
山
王
伝
、
公
孫
弘
伝
、
宣
元
六
王
伝
な
ど
に
あ
る
。
武
帝
本
紀
の
元
狩
元
（
前
一
二
二
）
年
一
一
月
条
に
は
、「
淮
南
王
安
、
衡
山
王
賜
謀
反
、
誅
。
黨
與
死
者
數
萬
人31
）
。」
と
結
論
だ
け
を
簡
潔
に
記
す
が
、
当
初
、
衡
山
王
の
賜
は
、
謀
反
を
は
か
っ
た
淮
南
王
安
の
弟
ゆ
え
の
連
座
と
さ
れ
た
。
武
帝
は
「
連
坐
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い32
）
」
と
反
対
し
た
が
、
廷
尉
に
よ
り
動
か
ぬ
証
拠
が
あ
が
っ
た
と
し
て
訊
問
を
う
け
、
白
状
し
て
し
ま
う
。
結
局
、
衡
山
王
賜
は
自
殺
し
た
が33
）
、
そ
う
い
う
漢
王
朝
の
皇
族34
）
ら
に
よ
る
謀
反
事
件
の
処
罰
経
緯
を
の
べ
る
な
か
で
、「
春
秋
之
義
」
を
背
景
に
「
臣
子
之
道
」
を
強
調
し
て
い
る
。
衡
山
王
伝
所
引
の
春
秋
の
義
は
「
春
秋
曰
『
臣
將
、
將
而
誅
。』
安
罪
重
於
將
、
謀
反
形
已
定35
）
。」
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
、『
公
羊
伝
』
荘
公
三
二
（
前
六
六
二
）
年
お
よ
び
昭
公
元
（
前
五
四
一
）
年
で
は
「
君
臣
無
將
、
將
而
必
誅
（
君
と
親
に
対
し
て
は
、
弑
そ
う
と
思
う
こ
と
す
ら
い
け
な
い
の
で
あ
っ
て
、
思
っ
た
だ
け
で
誅
殺
さ
れ
る36
）
）」
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
に
拠
る
も
の
で
、
文
言
に
異
二
六
同
あ
る
も
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
漢
代
の
決
獄
事
例
に
「
春
秋
之
義
」
が
多
用
さ
れ
た
こ
と
は
『
漢
律
考
』
な
ど37
）
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
淮
南
王
事
件
の
場
合
も
、
膠
西
王
の
端
が
そ
の
大
義
を
踏
ま
え
、
首
謀
者
た
る
安
以
外
の
関
係
者
に
も
応
分
の
罪
を
贖
わ
せ
て
「
臣
子
の
道
を
天
下
に
明
示
し
、
あ
え
て
ふ
た
た
び
非
道
叛
逆
の
意
を
い
だ
か
せ
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
い
と
ぞ
ん
じ
ま
す38
）
」
と
、
臣
下
（
臣
子
）
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
す
べ
く
、
淮
南
王
安
ら
へ
の
処
罰
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
宣
元
六
王
傳
冒
頭
に
み
え
る
淮
陽
憲
王
欽39
）
は
宣
帝
の
子
で
あ
る
。
民
間
に
育
ち
即
位
し
た
宣
帝
に
は
五
男
あ
り
、
共
に
異
母
兄
弟
で
あ
る
。
宣
帝
崩
後
に
元
帝
が
立
ち
、
憲
王
欽
は
封
国
（
淮
陽
国
）
に
就
く
。
か
つ
て
父
宣
帝
は
欽
を
太
子
に
す
る
望
み
を
も
っ
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
詳
細
は
略
す
が
、
封
国
に
お
け
る
欽
は
、
外
家
（
母
方
）
の
舅
張
博
ら
に
誑
か
し
を
受
け
る
こ
と
再
三
、
し
か
も
張
博
の
女
は
、
易
学
に
よ
り
元
帝
の
親
任
を
厚
く
し
た
こ
と
で
有
名
な
か
の
京
房
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
房
が
禁
中
で
得
た
内
密
の
話
な
ど
を
博
が
つ
ぶ
さ
に
淮
陽
王
欽
に
伝
え
た
こ
と
が
告
発
さ
れ
、
不
忠
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
有
司
は
淮
陽
王
の
逮
捕
を
請
う
た
が
、
元
帝
は
欽
を
法
に
よ
り
処
罰
す
る
に
忍
び
ず
、
諌
大
夫
王
駿
に
勅
書
を
持
た
せ
て
欽
の
も
と
へ
遣
わ
す
。
こ
の
時
、
勅
使
王
駿
は
淮
陽
王
欽
を
諭
し
て
い
う
。
即
ち
、「『
春
秋
』
の
義
法
で
は
、
過
ち
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
変
え
改
め
う
る
者
を
大
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。『
易
』
に
、『
藉
く
に
白
茅
を
用
う
、
咎
な
し
』
と
あ
る
の
は
、
臣
子
た
る
者
の
道
と
し
て
、
過
ち
を
改
め
て
み
ず
か
ら
一
新
し
、
お
の
れ
を
潔
く
し
て
上
を
承
け
、
し
か
る
の
ち
咎
か
ら
免
れ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
り
ま
す40
）
。」
と
。
異
母
兄
弟
を
諸
侯
王
と
し
て
封
国
に
任
ず
る
か
ぎ
り
、
謀
反
や
大
小
の
不
忠
・
不
道
の
事
件
は
常
に
起
こ
り
得
た
。
多
く
の
場
合
に
、
皇
帝
は
身
内
の
処
罰
に
は
消
極
的
で
、
恩
徳
を
加
え
る
の
が
常
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
の
根
拠
に
も
ま
た
「
春
秋
之
義
」
を
持
ち
出
し
、
そ
の
代
わ
り
に
臣
下
と
し
て
の
正
道
を
実
践
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
の
で
あ
る
。
元
明
天
皇
は
恐
ら
く
、
漢
代
の
そ
う
い
う
故
事
に
も
学
び
、
自
ら
の
政
治
姿
勢
の
中
に
う
ま
く
摂
取
・
活
用
し
た
の
だ
と
思
う
。
居
並
ぶ
官
人
た
ち
を
前
に
元
明
が
自
ら
こ
の
「
臣
子
之
道
」
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
拝
聴
す
る
群
臣
た
ち
に
は
語
の
背
後
に
付
随
す
る
漢
王
朝
の
不
忠
事
件
を
想
起
・
彷
彿
と
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
臣
下
を
戒
め
、
忠
臣
た
る
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
二
七
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
【
元
正
朝
】
（
エ
）
養
老
五
年
三
月
乙
卯
条
。「
詔
曰
。
制
節
謹
度
。
禁
防
奢
淫
。
為
政
所
先
。
百
王
不
易
之
道
也
。
王
公
卿
士
及
豪
富
之
民
。
多
畜
健
馬
。
競
求
亡
限
。
非
唯
損
失
家
財
。
遂
致
相
争
闘
乱
。
其
為
條
例
令
限
禁
焉
。
有
司
條
奏
。
依
官
品
之
次
定
畜
馬
之
限
。
親
王
及
大
臣
不
得
過
廿
疋
。
諸
王
諸
臣
三
位
二
﹇
十
二
疋
﹈。
四
位
六
疋
。
五
位
四
疋
。
六
位
已
下
至
于
庶
人
三
疋
。
（
略
）」
こ
れ
は
『
漢
書
』
哀
帝
本
紀
の
綏
和
二
（
前
七
）
年
六
月
に
見
え
る
有
名
な
「
限
田
制
」（
結
局
、
実
行
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
終
わ
っ
た
が
）
に
関
す
る
詔
と
比
較
す
る
と
、
両
者
の
文
章
構
造
が
全
く
同
一
で
、
明
ら
か
に
官
職
名
や
位
階
な
ど
の
文
言
や
数
値
を
巧
み
に
書
き
換
え
て
借
用
し
た
詔
詞
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
即
ち
、
い
ま
そ
の
典
拠
と
し
て
考
え
る
の
は
、
「
又
曰
。『
制
節
謹
度
以
防
奢
淫
、
為
政
所
先
、
百
王
不
易
之
道
也
。
諸
侯
王
、
列
侯
、
公
主
、
吏
二
千
石
及
豪
富
民
多
畜
奴
婢
、
田
宅
亡
限
、
與
民
利
、
百
姓
失
職
、
重
困
不
足
。
其
議
限
列
。』
有
司
條
奏：
『
諸
王
、
列
侯
得
名
田
國
中
、
列
侯
在
長
安
及
公
主
名
田
縣
道
、
關
内
侯
、
吏
民
名
田
、
皆
無
得
過
三
十
頃
。
諸
侯
王
奴
婢
二
百
人
、
列
侯
公
主
百
人
、
關
内
侯
、
吏
民
三
十
人
。
年
六
十
位
上
、
十
歳
以
下
、
不
在
數
中
。（
略
）』」
41
）
と
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
丞
相
孔
光
と
大
司
空
何
武
に
よ
る
同
内
容
の
奏
請
は
食
貨
志42
）
に
も
み
え
る
が
、
詔
に
は
あ
る
「
制
節
謹
度
。
禁
防
奢
淫
。
為
政
所
先
。
百
王
不
易
之
道
也
。」
の
部
分
を
欠
く
た
め
、
今
の
比
較
材
料
に
は
使
え
な
い
。
さ
て
、
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
傍
線
部
分
の
「
制
節
謹
度
」
か
ら
「
百
王
不
易
之
道
也
」
ま
で
は
、「
以
」
と
「
禁
」
字
以
外
は
一
字
一
句
違
わ
ぬ
同
文
で
、「
有
司
條
奏
」
も
一
致
す
る
。
内
容
的
に
は
哀
帝
本
紀
が
主
題
と
す
る
「
奴
婢
、
田
宅
」
を
「
健
馬
」
に
替
え
た
の
が
味
噌
で
、
そ
れ
に
伴
い
「
諸
侯
王
、
列
侯
、
公
主
、
吏
二
千
石
及
豪
富
民
」
を
「
王
公
、
卿
士
及
豪
富
之
民
」
に
、
あ
と
の
「
諸
王
、
列
侯
、
公
主
、
關
内
侯
、
吏
民
」
を
「
親
王
及
大
臣
、
諸
王
、
諸
臣
三
位
、
四
位
・
五
位
・
六
位
已
下
至
于
庶
人
」
に
替
え
、
「
田
宅
」
と
「
奴
婢
」
と
に
分
け
て
い
た
の
を
、「
馬
疋
」
に
替
え
て
規
定
し
な
お
し
て
い
る
。
す
べ
て
我
が
国
の
実
状
に
合
わ
せ
た
二
八
内
容
に
文
言
・
数
値
を
書
き
換
え
た
こ
と
は
明
白
で
、
文
章
全
体
の
骨
組
み
（
構
造
）
は
ま
っ
た
く
一
緒
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
は
、『
続
紀
』
が
詔
詞
の
範
を
『
漢
書
』
哀
帝
本
紀
に
拠
っ
て
作
成
し
た
と
言
え
る
一
例
と
し
て
贅
言
を
要
さ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
文
中
の
「
百
王
不
易
之
道
」（
後
述
）
に
唐
の
顔
師
古
は
「
言
為
常
法
、
不
可
改
易43
）
」、「（
い
か
な
る
王
も
）
改
易
し
て
は
な
ら
な
い
常
法
で
あ
る
こ
と
を
い
う
」（
拙
訳
）
と
注
し
て
い
る
。
（
オ
）
養
老
五
年
冬
十
月
丁
亥
条
。「（
太
上
天
皇
）
詔
曰
。
朕
聞
。
万
物
之
生
。
靡
不
有
死
。
此
則
天
地
之
理
。
可
哀
悲
。
厚
葬
破
業
。
重
服
傷
生
。
朕
甚
不
取
焉
。（
略
）
又
皇
帝
攝
万
機
。
一
同
平
日
。
王
侯
卿
相
及
文
武
百
官
。
不
得
離
職
掌
。
負
從
喪
車
。
各
守
本
司
視
事
如
恒
。」
こ
れ
は
太
上
天
皇
（
元
明
）
が
右
大
臣
長
屋
王
、
参
議
藤
原
房
前
を
召
し
入
れ
て
発
し
た
、
崩
御
直
前
の
遺
詔
に
当
た
る
が
、
そ
の
内
容
は
後
漢
光
武
帝
の
「
薄
葬
送
終
之
義
」
に
な
ら
い
、
そ
の
精
神
を
み
ず
か
ら
も
具
現
化
せ
ん
と
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
中
国
で
は
「
孝
」
の
社
会
的
表
現
の
一
つ
と
し
て
、「
煩
瑣
な
葬
送
儀
禮
」（
厚
葬
）
が
発
達
し
た
が44
）
、
一
方
で
は
孔
子
以
来
の
伝
統
で
も
あ
ろ
う
か45
）
、「
こ
の
風
習
を
戒
め
薄
葬
を
指
示
す
る
遺
言
は
、
佛
教
傳
播
以
前
か
ら
多
く
残
さ
れ46
）
」
て
い
る
。
玄
宗
に
新
廟
の
造
築
を
進
言
し
重
用
さ
れ
た
崇
が
、
子
孫
を
誡
め
た
「
遺
令
」
に
「
止
足
之
分
」
を
知
り
「
薄
葬
を
遺
言
し
た
歴
代
の
通
識
者
を
列
し
た47
）
」
こ
と
は
西
脇
常
記
氏
に
言
及
が
あ
る
。
光
武
帝
の
ほ
か
唐
以
前
の
皇
帝
で
は
、
前
漢
文
帝
、
三
国
魏
の
武
帝
、
文
帝
、
晉
の
宣
帝
、
明
帝
、
宋
の
明
帝
、
南
齊
の
武
帝
、
北
周
の
武
帝
ら
も
薄
葬
派
で
あ
り
、
北
魏
高
祖
も
厚
葬
送
終
の
儀
は
「
生
者
有
糜
費
之
苦48
）
。」
と
し
て
禁
断
の
詔
を
発
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
薄
葬
に
つ
い
て
は
、
斉
明
天
皇
の
勅
を
引
い
て
天
智
が
「
憂
恤
萬
民
之
故
、
不
起
石
之
役49
）
。」
と
い
い
、
ま
た
藤
原
鎌
足
が
臨
終
に
「
但
其
葬
事
、
宜
用
易50
）
。」
と
答
え
た
よ
う
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
す
で
に
大
化
二
年
に
三
国
魏
の
武
帝
、
文
帝
の
本
紀
を
引
く
詔
の
あ
る
こ
と
は
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
て
お
り51
）
、
元
明
天
皇
の
薄
葬
精
神
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
上
に
た
っ
て
建
武
七
（
後
三
一
）
年
春
正
月
の
光
武
帝
の
詔
を
み
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
二
九
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
「
世
以
厚
葬
為
徳
、
薄
終
為
鄙
、
至
于
富
者
奢
、
貧
者
財
、
法
令
不
能
禁
、
禮
義
不
能
止
、
倉
卒
乃
知
其
咎
。
其
布
告
天
下
、
令
知
忠
臣
、
孝
子
、
慈
兄
、
悌
弟
薄
葬
送
終
之
義52
）
。」
と
。
贅
を
尽
く
し
て
厚
葬
し
て
も
、
乱
世
に
は
み
な
盗
掘
さ
れ
て
そ
の
咎
を
知
る
も
の
だ
と
戒
め
る
と
と
も
に
、「
天
下
に
布
告
し
て
忠
臣
、
孝
子
、
慈
兄
、
悌
弟
の
薄
葬
送
終
の
義
を
知
ら
し
め
よ
」（
同
上
）
と
す
る
。
ま
た
、
同
二
六
（
後
五
〇
）
年
、
初
め
て
寿
陵53
）
を
作
っ
た
時
に
も
、
「
古
者
帝
王
之
葬
、
皆
陶
人
瓦
器
、
木
車
茅
馬
、
使
後
世
之
人
不
知
其
處
。
太
宗
識
終
始
之
義
、
景
帝
能
述
遵
孝
道
、
遭
天
下
反
復
、
而
覇
陵
獨
完
受
其
福
、
豈
不
美
哉
。
今
所
制
地
不
過
二
三
頃
、
無
為
山
陵
、
池
裁
令
流
水
而
已54
）
。」
と
、
終
始
の
義
を
識
っ
て
い
た
太
宗
（
孝
文
帝
）
の
覇
陵
だ
け
が
ひ
と
り
盗
掘
を
免
れ
た55
）
こ
と
を
挙
げ
て
称
え
、
自
分
も
山
陵
を
起
こ
さ
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
、
中
元
二
（
後
五
七
）
年
二
月
の
崩
御
に
際
し
て
そ
の
遺
詔
に
は
、
「
朕
無
百
姓
、
皆
如
孝
文
皇
帝
制
度
、
務
従
約
省
。
刺
史
、
二
千
石
長
吏
皆
無
離
城
郭
、
無
遣
吏
及
因
郵
奏56
）
。」
と
あ
っ
て
、
孝
文
皇
帝
（
太
宗
）
と
同
じ
や
り
方57
）
に
従
う
よ
う
指
示
し
、
刺
史
、
二
千
石
、
長
吏
ら
に
は
み
な
城
郭
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
職
務
を
離
れ
る
な
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
刺
史
以
下
の
官
吏
ら
に
対
す
る
指
示
が
、
太
上
天
皇
（
元
明
）
の
詔
で
は
「
王
侯
卿
相
及
文
武
百
官
。
不
得
離
職
掌
。」
と
い
う
よ
う
な
形
と
な
っ
て
模
倣
・
摂
取
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
自
ら
の
葬
礼
実
施
に
際
し
、
大
化
二
年
の
詔
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
を
光
武
帝
の
薄
葬
送
終
之
義
に
擬
え
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
を
中
国
皇
帝
に
比
擬
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
正
天
皇
は
か
つ
て
（
養
老
元
年
）、
美
濃
国
當
耆
郡
に
あ
る
多
度
山
の
美
泉
に
い
た
く
感
動
し
た
時
に
、
や
は
り
光
武
帝
の
泉
の
故
事58
）
を
引
合
い
に
出
し
て
称
揚
し
て
い
る59
）
。
あ
る
い
は
両
女
帝
は
光
武
帝
に
深
く
傾
倒
す
る
所
が
あ
っ
た
の
で
は
、
と
さ
え
推
測
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
【
聖
武
朝
】
三
〇
（
カ
）
天
平
六
年
秋
七
月
辛
未
条
の
詔：
「（
略
）
頃
者
天
頻
見
異
、
地
數
震
動
。
良
由
朕
訓
導
不
明
、
民
多
入
罪
、
責
在
予
一
人
、
非
關
兆
庶
。
宜
令
存
寛
宥
而
登
仁
壽
。
蕩
瑕
穢
而
許
自
新
。
可
大
赦
天
下
。（
略
）」
文
武
朝
（
ア
）
の
項
に
引
用
し
た
『
漢
書
』
文
帝
本
紀
二
年
一
一
月
癸
卯
晦
条
で
触
れ
た
「
在
予
一
人
」
と
こ
の
（
カ
）
に
み
え
る
「
責
在
予
一
人
」
と
は
同
じ
語
法
で
あ
る
。「
予
一
人
」
は
古
来
、
中
国
天
子
の
自
称
で
あ
っ
た60
）
。
魯
の
哀
公
一
六
年
、
孔
子
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
公
が
誄
に
「
予
一
人
」
の
称
を
使
い
、
孔
子
の
弟
子
か
ら
「
非
名
也61
）
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
、『
論
語
』
堯
曰
篇
の
「
百
姓
有
過
、
在
予
一
人
」
が
有
名
で
あ
る62
）
。
こ
れ
は
、
周
の
武
王
が
殷
の
王
を
伐
っ
た
時
に
天
に
誓
っ
た
と
さ
れ
る
言
葉
の
中
に
あ
り63
）
、
顔
師
古
が
そ
れ
を
「
殷
湯
伐
桀
告
天
下
之
文64
）
」
と
し
た
の
に
は
、
何
か
錯
誤
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か65
）
、
と
疑
問
に
思
う
。
と
ま
れ
、「
在
予
一
人
」
は
『
漢
書
』
で
は
前
引
文
帝
本
紀
の
ほ
か
、
元
帝
の
初
元
三
年
夏
四
月
乙
未
晦
に
、
茂
陵
（
武
帝
の
陵
墓
）
の
白
鶴
館
に
災
が
あ
っ
た
時
の
詔
で
は
、「
乃
者
火
災
降
於
孝
武
園
館
、
朕
栗
恐
懼
。
不
燭
變
異
、
咎
在
朕
躬
。（
略
）」
66
）
と
「
咎
在
朕
躬
」
と
い
う
同
義
の
別
表
現
も
用
い
ら
れ
、
哀
帝
元
壽
元
年
春
正
月
辛
丑
朔
の
日
蝕
に
際
し
て
は
、「
乃
正
月
朔
、
日
有
蝕
之
、
咎
不
遠
、
在
余
一
人67
）
。」
と
再
び
「
在
余
（
予
）
一
人
」
が
登
場
す
る
。
『
後
漢
書
』
で
は
光
武
帝
本
紀
に
初
出
す
る
も
の
で
、
建
武
七
年
四
月
壬
午
の
詔
に
「
比
陰
陽
錯
謬
、
日
月
薄
食
。
百
姓
有
過
、
在
予
一
人
、
大
赦
天
下68
）
。」
と
『
論
語
』
に
な
ら
う
ほ
か
、
明
帝
の
永
平
八
年
一
〇
月
壬
寅
詔
で
は
「
日
食
之
變
、
其
災
尤
大
、
春
秋
図
所
為
至
譴
。
永
思
咎
、
在
予
一
人69
）
。」
と
み
え
、
ま
た
和
帝
の
永
元
八
年
九
月
詔
に
も
「
蝗
蟲
之
異
、
殆
不
虚
生
、
萬
方
有
罪
、
在
予
一
人70
）
、」
と
や
は
り
『
論
語
』
に
準
じ
た
表
現
を
と
っ
て
い
る71
）
。
先
述
し
た
よ
う
に
、『
続
紀
』
で
も
こ
の
「
予
（
余
）
一
人
」
の
称
を
元
正
天
皇
が
使
っ
て
お
り
、
養
老
六
年
二
月
甲
午
の
詔
、「
思
濟
黎
元
。
無
忘
寝
膳
。
向
隅
之
怨
。
在
余
一
人72
）
。」
や
同
年
四
月
辛
卯
の
詔
、「
毎
聞
此
奏
。
朕
甚
愍
之
。
萬
方
有
辜
。
在
余
一
人
。」
（
同
上
）
に
見
え
る
の
が
そ
れ
で
、
決
し
て
聖
武
天
皇
一
人
が
特
別
に
使
っ
た
慣
用
的
常
套
句
で
は
な
か
っ
た73
）
。
三
一
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
さ
て
、
聖
武
天
皇
の
こ
の
詔
（
カ
）
は
、
同
じ
く
聖
武
の
神
亀
二
（
七
二
五
）
年
九
月
壬
寅
の
詔
、
「
朕
以
寡
薄
。
嗣
膺
景
圖
。
戦
々
兢
々
。
夕
若
厲
。
懼
一
物
之
失
所
。
生
之
便
安
。
教
命
不
明
。
至
誠
無
感
。
天
示
星
異
。
地
顯
動
震
。
仰
惟
。
責
深
在
予
。」
や
、
同
じ
く
天
平
四
（
七
三
二
）
年
七
月
丙
午
の
詔
、
「
従
春
亢
旱
。
至
夏
不
雨
。
百
川
減
水
。
五
穀
稍
彫
。
實
以
朕
之
不
徳
所
也
。
百
姓
何
罹
。
萎
之
甚
矣
。」
な
ど
と
も
同
じ
価
値
観
（
政
治
姿
勢
）
を
背
景
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
漢
代
か
ら
盛
行
し
た
災
異
説
の
影
響
を
強
く
受
け
て
（
も
し
く
は
真
似
て
）
お
り
、
聖
武
と
は
立
場
こ
そ
違
う
が
、
同
じ
思
潮
は
藤
原
廣
嗣
の
上
表
文
中
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る74
）
。
こ
こ
に
改
め
て
「
災
異
」
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
孔
達
の
『
毛
詩
正
義
』
な
ど
は
鄭
玄
の
『
異
義
』
を
引
き
「
非
常
曰
異
、
害
物
曰
災75
）
。」
と
す
る
が
、
要
す
る
に
地
震
、
日
・
月
食
、
彗
星
、
暴
風
、
洪
水
、
旱
魃
、
虫
害
、
神
火
な
ど
の
自
然
界
に
起
こ
る
異
変
現
象
を
指
す
。
災
異
説
と
は
、
そ
う
い
う
異
変
現
象
の
原
因
た
る
君
主
の
悪
政
・
不
道
徳
に
対
し
て
天
が
譴
告
し
た
も
の
と
考
え
る
「
神
秘
的
な
一
種
の
政
治
説
」
で
、
こ
れ
に
「
天
人
感
応
（
相
関
）
と
陰
陽
説
と
を
結
合
さ
せ
て
一
個
の
思
想
体
系
を
構
成
し
た
」
の
が
董
仲
舒
で
あ
っ
た
と
い
う76
）
。
武
帝
の
策
問
に
対
え
た
仲
舒
の
言
に
、「
国
家
の
頽
廃
に
対
し
て
天
は
ま
ず
災
害
を
以
て
こ
れ
に
譴
告
し
、
自
省
す
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
怪
異
を
以
て
警
懼
し
、
そ
れ
で
も
悟
ら
な
け
れ
ば
、
破
滅
を
も
た
ら
し
ま
す
、
之
を
以
て
み
れ
ば
天
の
心
は
飽
く
ま
で
も
人
君
を
仁
愛
し
、
そ
の
乱
れ
を
止
め
ん
と
す
る
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん77
）
」
と
説
い
た
。
漢
代
の
儒
教
精
神
で
は
、
そ
う
い
う
災
異
発
生
の
責
め
は
天
子
た
る
「
予
一
人
」
に
在
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
（
カ
）
を
は
じ
め
、
聖
武
が
元
日
朝
賀
に
服
を
正
式
採
用
し
た
の
は78
）
、
個
人
的
趣
向
の
域
を
既
に
超
え
て
い
る
。
一
方
で
は
仏
教
に
帰
依
し
な
が
ら
、
関
東
行
幸
に
も
表
れ
る
よ
う
に79
）
日
本
的
華
夷
思
想
に
よ
り
自
ら
を
中
国
皇
帝
に
擬
し
、
儒
教
的
道
徳
観
を
も
体
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
前
引
の
文
帝
本
紀
に
も
あ
る
よ
う
に
、
災
異
発
現
時
の
詔
に
中
国
皇
帝
は
「
在
予
一
人
」
と
し
て
自
ら
の
不
徳
を
譴
責
す
る
三
二
だ
け
で
な
く
、「
令
至
、
其
悉
思
朕
之
過
失
、
及
知
見
之
所
不
及
、
亡
以
啓
告
朕
。」
と
天
下
諸
吏
に
も
献
言
を
求
め
、「
賢
良
方
正
能
直
言
極
諌
者
、
以
匡
朕
之
不
逮
。」
と
賢
良
方
正
に
し
て
直
言
極
諌
す
る
者
を
推
挙
し
、
朕
の
及
ば
ぬ
所
を
正
せ
と
も
言
う80
）
。
そ
れ
が
形
式
的
、
慣
用
的
常
套
句
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
元
正
天
皇
や
聖
武
天
皇
の
詔
に
お
け
る
「
在
予
一
人
」
と
は
決
定
的
な
相
違
点
で
あ
る
。
わ
が
天
皇
に
お
け
る
「
在
予
一
人
」
が
「
賢
良
方
正
」
と
決
し
て
リ
ン
ク
し
な
か
っ
た
点
は
、
国
の
成
り
立
ち
の
根
幹
的
な
相
違
を
端
的
に
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
、
数
例
に
す
ぎ
な
い
が
、『
続
紀
』
記
事
に
お
け
る
『
漢
書
』
や
『
後
漢
書
』
等
か
ら
の
影
響
と
思
ぼ
し
き
文
言
の
具
体
相
を
み
て
き
た
。
対
応
す
る
に
相
応
し
い
文
言
を
断
章
截
句
し
て
使
用
す
る
も
の
、
文
案
の
範
を
彼
の
詔
に
求
め
文
章
構
造
は
そ
っ
く
り
真
似
て
、
そ
の
内
実
を
国
情
に
合
わ
せ
て
書
き
換
え
た
も
の
、
ま
た
背
景
に
あ
る
道
徳
観
や
思
想
ま
で
も
理
解
し
、
そ
れ
に
適
合
し
う
る
場
面
で
中
国
皇
帝
と
ほ
ぼ
同
じ
詔
と
し
て
構
成
し
た
も
の
な
ど
、『
続
紀
』
に
お
け
る
漢
籍
利
用
の
仕
方
は
実
に
変
幻
自
在
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
漢
語
に
も
と
づ
く
造
語
で
あ
る
と
し
た
場
合
の
、「
不
改
常
典
」
の
典
拠
候
補
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
節
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
三
）「
不
改
常
典
」
の
典
拠
候
補
と
そ
の
背
景
宣
長
以
来
の
指
摘
が
あ
る
顕
宗
紀
に
は
「
不
易
之
典
」
の
語
が
使
わ
れ
、『
続
紀
』
自
体
に
も
す
で
に
前
節
（
エ
）
で
見
た
よ
う
に
「
百
王
不
易
之
道81
）
」
を
使
用
し
て
い
る
。
類
似
例
と
し
て
「
百
代
常
行
之
道
」
は
孔
安
国
の
言
葉
と
し
て
『
令
集
解82
）
』
に
も
見
え
る
。
一
方
、「
常
典
」
の
語
は
「
養
老
考
課
令
」
の
本
文
に
「
神
祇
祭
祀
不
違
常
典
。
為
神
祇
官
之
最83
）
。」
と
み
え
る
。
後
述
す
る
が
、「
常
典
」
の
字
義
は
「
不
易
の
法
令
・
制
度
」
と
し
て
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
近
似
例
の
存
在
は
、「
不
改
常
典
」
の
語
を
生
み
出
す
土
壌
が
十
分
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
念
の
た
め
に
「
不
改
常
典
」
の
字
義
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
三
三
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
（
ａ
）
不
易
・
不
改
と
常
典
の
字
義
の
確
認
【
①
改
と
易
に
つ
い
て
】
先
秦
時
代
か
ら
両
漢
時
代
の
文
献
上
に
使
わ
れ
た
古
漢
語
に
あ
っ
て
は
、「
改
」
に
も
「
易
」
に
も
共
に
「
改
変
・
変
更
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
互
換
可
能
な
語
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
司
馬
遷
伝
に
み
え
る
「
儒
者
博
而
寡
要
、
而
少
功
、
是
以
其
事
難
盡
従
、
然
其
君
臣
父
子
之
禮
、
列
夫
婦
長
幼
之
別
、
不
可
易
也84
）
。」
の
顔
師
古
注
に
「
易
、
變
也
。」
と
い
う
時
の
「
易
」
は
「
改
変
」
の
謂
で
あ
り
、『
漢
書
』
韋
賢
伝
や
匡
衡
伝
に
み
え
る
「
不
易
之
道
也85
）
」
に
も
師
古
は
「
易
、
改
也
。」「
易
、
變
也
。」
と
注
し
て
い
る
。
『
古
漢
語
常
用
字
字
典86
）
』
は
、「
改
」
に
「
改
変
・
更
正
」
の
意
味
を
あ
げ
、「
更
」
に
は
「
改
変
」
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
「
調
換
」
や
「
交
替
」
の
意
味
も
あ
る
が
、「
改
」
字
に
そ
の
意
味
は
な
い
と
補
足
説
明
を
す
る
。「
易
」
に
は
「
換
」
や
「
改
変
」
な
ど
九
種
の
意
味
を
掲
げ
る
。『
呂
氏
春
秋
詞
典
』
も
、
両
者
に
「
改
変
す
る87
）
」
と
い
う
共
通
の
意
味
を
掲
げ
て
い
る
。
因
み
に
「
改
易
」
の
語
は
『
漢
書
』
宣
帝
紀
に
も
地
理
志
に
も
見
え
る
が
、
文
字
通
り
「
変
更
す
る
」
の
謂
で
あ
る88
）
。
【
②
常
典
に
つ
い
て
】
白
川
博
士
は
『
周
礼
外
史
』
や
『
左
氏
伝
』（
昭
一
二
年
）
の
例
を
引
き
「
古
帝
王
の
書
を
い
う
。
ま
た
國
の
典
範
を
も
典
と
い
う
」
と
さ
れ
、『
周
礼
』
天
官
大
宰
や
秋
官
大
司
に
み
え
る
六
典
や
三
典
な
ど
は
「
政
典
の
意
で
あ
る
」
と
さ
れ
た89
）
。『
爾
雅
』
釋
言
第
二
に
は
「
典
經
也
。
威
則
也90
）
。」
と
す
る
。
の
疏
に
引
く
『
周
礼
』
大
宰
職
の
鄭
玄
注
に
は
「
典
ハ
常
ナ
リ
、
経
ナ
リ
、
法
ナ
リ
。
王
ハ
之
ヲ
禮
經
ト
謂
ヒ
テ
、
常
ニ
リ
テ
以
テ
天
下
ヲ
治
ム
ル
所
ナ
リ
。」（
同
上
）
と
い
う
。
前
掲
『
古
漢
語
常
用
字
字
典
』（
四
〇
頁
）
は
「
常
」
を
「
永
久
的
・
固
定
的
」
の
意
味
に
、
ま
た
「
典
」（
同
八
〇
頁
）
に
は
「
前
代
的
文
物
制
度
、
故
事
」
あ
る
い
は
「
典
礼
」
な
ど
の
意
味
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
古
今
漢
語
詞
典91
）
』
で
も
「
常
」
に
は
「
永
恒
的
、
固
定
不
変
的
」
の
意
味
が
あ
り
、「
典
」
に
は
「
経
籍
」
の
ほ
か
に
「
法
則
、
法
令
、
制
度
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
。
時
代
は
下
る
が
、
例
え
ば
北
魏
世
祖
（
太
武
帝
）
が
詔
中
に
、「
夫
有
功
蒙
賞
、
有
罪
受
誅
、
國
之
常
典
、
不
可
暫
廢92
）
。」
と
言
う
時
の
「
常
典
」
も
同
じ
範
疇
で
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三
四
か
れ
こ
れ
参
照
、
勘
案
し
て
、
わ
が
国
の
「
不
改
常
典
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
仮
に
古
漢
語
の
そ
れ
に
准
じ
て
言
い
表
す
と
す
れ
ば
、「
改
変
し
て
は
な
ら
な
い
定
ま
っ
た
掟
（
な
い
し
典
範
・
制
度
・
法
令
）」
と
で
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
（
ｂ
）
典
拠
の
候
補
に
つ
い
て
例
え
ば
『
周
書
』
に
は
、「
先
代
一
定
之
典
、
百
王
不
易
之
務93
）
」
や
、「
古
今
無
易
之
道
、
王
者
之
所
常
行
」（
同
上
）
な
ど
の
類
同
表
現
も
あ
る
が
、「
不
改
常
典
」
の
よ
り
直
接
的
な
一
つ
の
典
拠
と
な
り
得
た
の
は
『
後
漢
書
』
の
楊
終
伝94
）
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
の
記
事
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
キ
）
建
初
元
年
、
大
旱
穀
貴
、
終
以
為
廣
陵
、
楚
、
淮
陽
、
濟
南
之
獄
、
者
萬
數
、
又
遠
屯
絶
域
、
吏
民
怨
曠
、
乃
上
疏
曰
；
「
臣
聞
『
善
善
及
子
孫
、
悪
悪
止
其
身
』、
百
王
常
典
、
不
易
之
道
也
。
秦
政
酷
烈
、
違
天
心
、
一
人
有
罪
、
延
及
三
族
。
高
祖
平
、
約
法
三
章
。
太
宗
至
仁
、
除
去
收
。
萬
姓
廓
然
、
蒙
被
更
生
、
澤
及
昆
蟲
。
功
垂
萬
世
。
陛
下
聖
明
、
徳
被
四
表
。
今
以
比
年
久
旱
、
疫
未
息
、
躬
自
菲
薄
、
廣
訪
失
得
、
三
代
之
隆
、
無
以
加
焉
。
臣
按
春
秋
水
旱
之
變
、
皆
應
暴
急
、
惠
不
下
流
。
自
永
平
以
来
、
仍
連
大
獄
、
有
司
窮
考
、
轉
相
牽
引
、
掠
考
冤
濫
、
家
屬
邊
。（
長
文
ゆ
え
以
下
は
略
す
）」
こ
の
上
疏
文
の
冒
頭
に
み
え
る
「
百
王
常
典
、
不
易
之
道
也
」
は
、
前
引
「
不
易
之
典
」
な
ど
の
類
例
よ
り
も
一
層
「
不
改
常
典
」
に
は
近
似
し
、
上
下
に
語
順
を
換
え
て
約
め
れ
ば
同
じ
で
あ
る
。「
不
易
」
が
「
不
改
」
で
あ
る
の
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
、
こ
こ
か
ら
「
不
改
」
の
「
常
典
」
を
造
語
す
る
の
は
、
漢
籍
中
の
詔
詞
等
を
自
在
に
応
用
で
き
た
当
時
人
々
に
と
っ
て
は
い
と
も
容
易
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
百
歩
譲
っ
て
も
、
宣
長
の
「
文
字
を
本
に
て
出
来
た
る
言
」
と
の
立
場
に
立
つ
と
き
、
少
な
く
と
も
「
不
改
常
典
」
の
語
を
生
み
出
し
た
当
事
者
た
ち
に
は
こ
の
楊
終
伝
の
知
識
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
は
こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。
前
節
（
ウ
）
や
（
オ
）、
あ
る
い
は
（
カ
）
な
ど
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
単
な
る
三
五
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
古
い
漢
籍
か
ら
の
部
分
的
な
文
言
の
摂
取
に
止
ま
ら
ず
、
同
時
に
そ
の
文
言
の
背
景
に
あ
る
中
国
の
政
治
思
想
な
ど
を
十
分
に
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
踏
ま
え
た
上
で
活
用
し
て
い
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
楊
終
伝
で
「
百
王
常
典
、
不
易
之
道
」
と
さ
れ
る
『
善
善
及
子
孫
、
悪
悪
止
其
身
』
の
思
想
的
背
景
に
も
わ
れ
わ
れ
は
目
を
向
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
『
公
羊
伝
』
に
基
づ
く
「
春
秋
の
義
」
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
（
ｃ
）「
春
秋
之
義
」
に
つ
い
て
漢
初
に
儒
家
（
春
秋
学
者
）
が
勢
力
を
得
た
の
は
、
天
下
統
一
後
の
漢
王
朝
が
「
自
己
の
正
当
性
の
辯
證
と
支
配
の
理
論
を
必
要
と
し
た95
）
」
か
ら
で
あ
る
（
無
論
、
漢
高
祖
と
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
結
果
的
に
禪
譲
に
は
依
ら
ず
武
力
を
以
て
王
朝
を
開
い
た
点
で
は
天
武
や
そ
の
皇
統
後
継
者
に
も
正
統
性
の
辯
證
と
理
論
と
が
必
要
だ
っ
た
。
律
規
定
と
の
間
に
自
己
矛
盾
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。）。
当
時
『
春
秋
』
と
い
え
ば
大
抵
は
『
公
羊
伝
』
を
指
し
た
。
岩
本
憲
司
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
孔
子
は
微
妙
な
言
い
回
し
﹇
一
種
の
暗
號
﹈
に
よ
っ
て
『
春
秋
』
の
中
に
大
義
﹇
政
治
上
の
理
想
﹈
を
こ
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
大
前
提
と
し
て
、
そ
の
「
微
言
」
を
解
讀
し
、「
大
義
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
所
謂
春
秋
學
﹇
特
に
公
羊
學
﹈
な
の
で
あ
る96
）
」
と
い
う
。
公
羊
傳
は
そ
の
よ
う
な
『
春
秋
』
に
込
め
ら
れ
た
「
大
義
」
を
説
く
伝
だ
が
、
引
用
者
は
そ
の
一
つ
一
つ
を
「
春
秋
之
義
」
の
名
で
よ
び97
）
、
前
節
（
ウ
）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
首
謀
者
を
断
罪
す
る
際
に
「
春
秋
の
義
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
定
を
立
つ98
）
」
と
い
う
形
で
そ
の
基
準
・
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
記
事
簡
略
な
『
春
秋
』
経
は
「
論
理
の
自
由
な
展
開
を
可
能
に
す
る
」「
好
都
合
な
書
物
で99
）
」
あ
り
、
孔
子
が
た
て
た
「
大
義
」
と
は
い
っ
て
も
、
結
局
そ
れ
は
「
作
伝
者
の
主
観
的
な
思
想
の
開
陳
手
段
と
も
な
り
得
た
」（
同
上
）
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
引
用
者
は
「
春
秋
之
義
」
に
よ
れ
ば
と
し
て
相
応
す
る
伝
文
の
一
部
、
例
え
ば
「
子
以
母
貴
、
母
以
子
貴
」
や
「
君
三
六
臣
無
將
、
將
而
必
誅
」、
あ
る
い
は
「
悪
悪
止
其
身
、
善
善
及
子
孫
」
な
ど
の
象
徴
的
な
句
を
用
い
て
持
論
を
展
開
す
る
が
、
そ
れ
と
断
ら
ず
に
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
司
馬
遷
は
「
太
史
公
自
序
」
で
「
夫
春
秋
、
上
明
三
王
之
道
、
下
人
事
之
紀
、
別
嫌
疑
、
明
是
非
、
定
猶
豫
、
善
善
悪
悪
、
賢
賢
賤
不
肖
、
存
亡
國
、
絶
世
、
補
敝
起
廢
、
王
道
之
大
者
也
）
」
と
い
う
が
、「
善
善
悪
悪
」
は
上
記
「
悪
悪
止
其
身
、
善
善
及
子
孫
」
を
約
め
た
表
現
で
あ
る
。
北
魏
末
の
孝
荘
帝
は
権
勢
を
ふ
る
う
爾
朱
榮
ら
を
誅
殺
し
た
が
、
そ
の
詔
に
「
天
既
厭
、
人
亦
悔
禍
、
同
之
臣
、
密
來
投
告
。
將
而
必
誅
、
罪
無
容
捨
）
。」
と
い
う
。「
將
而
必
誅
」
は
春
秋
之
義
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
に
こ
の
「
君
臣
無
將
、
將
而
必
誅
」
は
唐
律
に
も
そ
の
精
神
は
引
き
継
が
れ
、
従
っ
て
養
老
律
が
そ
の
影
響
を
う
け
た
こ
と
も
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
。
（
ｄ
）「
百
王
常
典
、
不
易
之
道
」
の
背
景
楊
終
は
字
を
子
山
と
い
い
、
蜀
郡
成
都
の
人
で
あ
る
。
一
三
歳
で
郡
の
小
吏
と
な
る
。
郡
太
守
は
彼
の
才
を
め
で
、
京
師
に
遣
わ
し
て
『
春
秋
』
を
習
わ
せ
た
）
。
顕
宗
の
時
、
徴
さ
れ
て
蘭
台
の
校
書
郎
を
拝
し
た
。
顕
宗
の
第
五
子
、
宗
は
永
平
一
八
（
七
五
）
年
に
一
九
歳
で
即
位
し
た
が
、
同
年
に
は
牛
疫
が
流
行
り
、
州
、
予
州
、
徐
州
に
は
大
旱
が
あ
っ
た
。
た
め
に
翌
建
初
元
（
七
六
）
年
は
穀
物
価
が
高
騰
、
人
民
の
流
亡
も
多
か
っ
た
）
。
し
か
も
地
震
や
蛮
夷
の
叛
な
ど
が
重
な
り
、
政
情
不
安
定
で
あ
っ
た
。
終
が
宗
（
章
帝
）
に
上
疏
（
キ
）
し
た
の
は
、
自
然
災
害
に
加
え
て
広
陵
、
楚
、
淮
陽
、
済
南
の
獄
に
連
座
し
た
流
罪
者
ら
が
万
を
も
っ
て
数
え
、
ま
た
遠
く
絶
域
の
地
に
駐
屯
す
る
な
ど
、
怨
曠
）
が
天
下
に
満
ち
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
【
①
広
陵
、
楚
、
淮
陽
、
済
南
の
獄
と
天
武
朝
の
課
題
】
後
漢
光
武
帝
の
子
は
一
一
子
を
数
え
た
。
郭
皇
后
と
の
間
に
彊
、
輔
、
康
、
延
、
焉
の
五
人
、
許
美
人
と
の
間
に
英
が
一
人
、
光
烈
陰
皇
后
と
の
間
に
は
荘
（
顕
宗
孝
明
帝
）、
蒼
、
荆
、
衡
、
京
の
五
人
が
い
た
）
。
謀
反
事
件
の
広
陵
王
荆
は
顕
宗
と
は
同
母
兄
弟
で
あ
る
。
楚
王
英
に
同
母
兄
弟
は
な
い
が
、
淮
陽
王
延
と
済
南
王
康
の
母
郭
皇
后
は
建
三
七
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
武
一
七
（
四
一
）
年
一
〇
月
に
廃
せ
ら
れ
た
）
。
最
も
連
座
者
の
多
か
っ
た
楚
王
英
の
獄
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
く
。
「
母
許
氏
に
は
寵
な
く
、
そ
の
た
め
英
の
封
国
は
最
も
貧
小
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
英
は
若
い
時
に
游
侠
を
好
み
賓
客
と
も
通
じ
た
が
、
歳
取
っ
て
か
ら
は
改
め
て
黄
老
の
学
を
好
み
、
浮
屠
（
仏
陀
）
の
齋
戒
と
祭
祀
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
永
平
八
年
、
死
罪
の
者
も
絹
を
以
て
贖
罪
せ
し
む
と
の
詔
に
、
英
は
絹
三
〇
匹
を
出
し
て
贖
罪
の
料
と
し
た
。
帝
は
「
英
は
黄
老
や
浮
屠
を
尊
び
、
三み
月
の
潔
齋
を
し
て
神
と
誓
を
し
て
い
る
ほ
ど
だ
、
嫌
疑
を
か
け
る
に
及
ば
ぬ
」
と
し
、「
そ
の
絹
を
優
婆
塞
や
沙
門
の
供
養
に
充
て
よ
」
と
報
じ
る
と
共
に
、
諸
国
に
も
周
知
さ
せ
た
）
。
永
平
一
三
年
、
燕
廣
な
る
男
に
「
英
は
図
書
を
造
作
し
て
逆
謀
あ
り
」
と
通
報
さ
れ
、
取
り
調
べ
ら
れ
る
。
結
局
、「
姦
猾
を
招
き
聚
め
、
図
を
造
作
」
す
る
は
大
逆
不
道
と
し
て
有
司
が
処
刑
を
請
う
。
顕
宗
は
親
愛
の
情
を
以
て
忍
び
ず
、
廃
し
て
丹
陽
県
に
封
し
、
湯
沐
邑
五
〇
〇
戸
を
下
賜
す
る
措
置
を
と
っ
た
。
翌
年
、
英
は
丹
陽
で
自
殺
す
る
）
。
た
だ
、
無
官
爵
だ
っ
た
燕
廣
が
こ
の
功
で
折
姦
侯
と
な
る
。
楚
王
英
の
獄
は
累
年
に
至
り
「
京
師
の
親
戚
、
諸
侯
、
州
郡
の
豪
傑
自よ
り
考
案
の
吏
に
及
ぶ
ま
で
阿
附
し
て
相
い
陥
れ
、
死
に
坐
す
る
者
は
千
を
以
て
数
う
）
。」
と
い
う
。
前
節
（
ウ
）
の
「
臣
子
之
道
」
で
も
触
れ
た
が
、
複
数
の
兄
弟
を
封
国
に
任
じ
る
限
り
、
謀
反
や
不
忠
・
不
道
の
事
件
は
珍
し
く
な
い
。
光
武
帝
の
子
の
ご
と
く
、
異
母
兄
弟
が
一
一
人
も
あ
れ
ば
畢
竟
、
後
継
者
問
題
に
は
危
機
を
孕
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
皇
子
に
異
母
兄
弟
六
人
を
擁
し
た
天
武
・
持
統
朝
に
お
け
る
憂
慮
・
危
惧
感
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
時
代
や
国
情
こ
そ
違
え
、
皇
位
後
継
者
問
題
の
も
つ
微
妙
さ
と
い
う
点
で
は
、
天
武
・
持
統
朝
も
本
質
的
に
同
じ
政
治
課
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
天
武
天
皇
八
年
五
月
の
吉
野
宮
で
あ
っ
た
六
皇
子
の
誓
盟
）
な
ど
は
、
そ
の
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
る
。
天
武
や
持
統
は
将
来
の
憂
慮
す
べ
き
事
態
を
見
据
え
て
い
た
。
【
②
楊
終
の
献
言
と
曹
の
皇
位
継
承
経
緯
】
建
初
四
（
七
九
）
年
、
章
帝
は
か
つ
て
宣
帝
が
諸
儒
を
石
渠
閣
に
徴
し
て
五
経
を
論
定
さ
せ
た
事
に
な
ら
い
、
儒
学
者
た
ち
を
白
虎
観
に
集
め
五
経
の
同
異
を
論
考
さ
せ
た
。
元
来
、
楊
終
の
献
策
だ
っ
た
が
、
時
に
終
は
「
事
に
坐
し
て
獄
に
繫
が
れ
」
て
い
た
。
し
か
し
、『
春
秋
』
に
通
暁
し
「
学
に
異
聞
多
し
」
と
し
て
趙
博
、
班
固
、
ら
の
推
挙
が
あ
三
八
り
、
自
ら
も
ま
た
上
書
し
て
訴
え
、
許
さ
れ
て
白
虎
観
に
加
え
ら
れ
た
）
。『
春
秋
』
に
関
し
て
そ
れ
ほ
ど
信
頼
の
厚
か
っ
た
終
が
（
キ
）
の
冒
頭
で
、
謀
反
事
件
の
結
果
、
天
下
に
怨
念
の
満
ち
た
状
況
を
改
善
せ
ん
と
、「
善
を
善
と
し
て
は
子
孫
に
及
ぼ
し
、
悪
を
悪
と
し
て
は
其
の
身
に
止
む
る
は
、
百
王
の
常
典
、
不
易
の
道
な
り
）
」
と
臣
は
聞
い
て
お
り
ま
す
、
と
開
陳
す
る
。
こ
の
「
善
善
及
子
孫
、
悪
悪
止
其
身
」
は
、『
春
秋
』
昭
公
二
〇
年
の
「
夏
曹
公
孫
會
自
夢
出
奔
宋
」
に
対
す
る
公
羊
伝
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。「
子
以
母
貴
、
母
以
子
貴
）
。」
は
、
公
羊
伝
が
「
王
位
継
承
の
禮
規
定
）
」
と
し
て
明
言
す
る
襄
公
元
年
春
正
月
条
の
「
立
嫡
以
長
不
以
賢
、
立
子
以
貴
不
以
長
。」
に
つ
づ
く
一
文
と
し
て
有
名
だ
が
、
こ
の
「
善
善
及
子
孫
、
悪
悪
止
其
身
」
も
や
は
り
曹
国
の
王
位
継
承
に
か
か
わ
っ
て
現
れ
る
。
周
の
武
王
は
殷
の
王
を
破
っ
て
天
下
を
平
定
す
る
と
、
弟
の
叔
振
鐸
を
曹
に
封
じ
た
）
。
そ
の
後
、
数
え
て
第
一
八
代
目
が
宣
公
疆
で
あ
る
。
宣
公
一
七
年
（
周
の
簡
王
八
年
）
は
、
魯
の
成
公
一
三
年
で
紀
元
前
五
七
八
年
に
当
た
る
）
。
五
月
丁
亥
、
盟
主
と
な
っ
て
い
た
）
晋
は
諸
侯
の
連
合
軍
を
率
い
て
秦
を
伐
っ
た
。
曹
の
宣
公
が
そ
の
陣
中
に
亡
く
な
る
。「
曹
人
は
、
公
子
負
芻
（
宣
公
の
弟
）
に
都
を
守
護
さ
せ
、
公
子
欣
時
（
子
、
喜
時
）
に
宣
公
の
な
き
が
ら
を
迎
え
さ
せ
た
。
秋
、
負
芻
は
太
子
を
殺
し
て
自
立
」
し
て
自
ら
成
公
（
第
一
九
代
）
と
な
る
。
諸
侯
は
晋
に
対
し
反
逆
者
で
あ
る
曹
成
公
（
負
芻
）
の
討
伐
を
請
う
。（
略
）
魯
の
成
公
一
五
年
春
、
晋
は
諸
侯
と
威
に
会
し
て
、
曹
の
成
公
（
負
芻
）
を
討
ち
、
捕
え
て
京
師
に
連
れ
帰
っ
た
。
諸
侯
は
欣
時
を
周
の
簡
王
に
拝
謁
さ
せ
曹
の
君
主
に
立
て
よ
う
と
し
た
が
、
欣
時
は
固
辞
し
、
遂
に
逃
れ
て
宋
に
出
奔
し
た
。
魯
の
成
公
一
六
（
前
五
七
五
）
年
、
曹
人
は
盟
主
の
晋
に
対
し
「（
略
）
わ
が
君
（
負
芻
）
を
討
っ
て
、
し
か
も
国
の
鎮
め
と
い
う
べ
き
公
子
欣
時
を
他
国
に
出
奔
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
曹
を
滅
ぼ
す
も
同
然
で
す
。」
と
訴
え
た
。
晋
侯
が
欣
時
に
「
君
が
帰
国
す
れ
ば
、
成
公
負
芻
も
か
え
す
」
と
い
い
、
二
人
は
帰
国
す
る
。
欣
時
は
領
地
も
位
も
全
て
朝
廷
に
還
し
、
つ
い
に
出
仕
し
な
か
っ
た
）
と
い
う
。
曹
で
は
そ
の
後
、
成
公
（
負
芻
）
の
子
孫
が
皇
位
を
嗣
ぎ
、（
略
）
悼
公
午
（
第
二
二
代
）
が
立
つ
。
悼
公
二
年
が
魯
の
昭
公
二
〇
（
前
五
二
二
）
年
で
あ
る
）
。『
春
秋
』
は
そ
の
夏
、「
曹
公
孫
會
自
夢
出
奔
宋
」
と
伝
え
、
曹
に
ま
た
内
紛
の
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
三
九
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
公
羊
伝
は
か
つ
て
曹
で
の
負
芻
に
よ
る
皇
位
略
奪
と
人
徳
あ
る
欣
時
の
譲
国
の
歴
史
事
実
を
以
て
、
欣
時
（
喜
時
）
を
賢
者
と
し
て
孔
子
の
微
言
大
義
を
説
く
の
で
あ
っ
た
。
岩
本
憲
司
氏
の
日
本
語
訳
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
〞（
略
）『
春
秋
』
は
賢
者
の
た
め
に
諱
む
。
な
ぜ
公
子
喜
時
を
賢
と
す
る
の
か
。
國
を
譲
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
公
子
喜
時
は
、
公
子
負
芻
が
君
主
の
位
に
つ
い
た
の
を
見
て
、
逡
巡
し
て
退
い
た
の
で
あ
る
。
公
子
喜
時
を
賢
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
會
の
た
め
に
諱
む
の
か
。
君
子
が
善
を
ほ
め
る
の
は
長
く
、
悪
を
に
く
む
の
は
短
い
。
悪
を
に
く
む
の
は
本
人
に
止
ま
り
、
善
を
ほ
め
る
の
は
子
孫
に
及
ぶ
。（
つ
ま
り
）
賢
者
の
子
孫
だ
か
ら
、
君
子
は
會
の
た
め
に
諱
ん
だ
の
で
あ
る
）
〝
と
。
つ
ま
り
楊
終
は
か
つ
て
曹
で
起
こ
っ
た
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
負
芻
と
欣
時
（
喜
時
）、
即
ち
悪
と
善
と
の
相
克
を
総
括
し
た
公
羊
伝
の
「
善
善
及
子
孫
、
悪
悪
止
其
身
」
を
も
っ
て
訴
え
た
。
文
帝
の
世
は
徳
政
に
よ
り
そ
の
惠
み
は
昆
虫
に
ま
で
及
ん
だ
が
、
今
は
永
平
年
間
以
来
の
度
重
な
る
大
獄
で
、
連
坐
、
冤
罪
に
陥
れ
ら
れ
る
者
が
余
り
に
も
多
く
）
、
そ
の
よ
う
な
政
治
の
暴
虐
・
苛
刻
さ
の
た
め
に
水
旱
の
異
変
が
起
き
る
。
悪
を
に
く
む
の
は
本
人
だ
け
に
し
て
、
連
鎖
す
る
過
酷
な
弊
害
を
押
し
留
め
、
万
民
を
救
う
こ
と
が
「
百
王
常
典
、
不
易
之
道
」
な
の
で
す
か
ら
、
と
献
言
し
た
わ
け
で
あ
る
。
翻
っ
て
推
測
す
る
に
、
こ
の
「
悪
悪
止
其
身
」
は
、
壬
申
の
乱
の
経
験
か
ら
「
同
族
が
皇
位
を
争
う
の
は
も
う
避
け
た
い
」
と
切
望
し
た
人
々
の
琴
線
に
も
触
れ
る
言
葉
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
（
ｅ
）「
不
改
常
典
」
考
案
の
背
景
【
①
葛
野
王
の
発
言
と
魯
の
季
友
】
先
に
触
れ
た
「
臣
子
の
道
」
の
場
合
に
も
、「
不
改
常
典
」
に
類
す
る
「
百
王
不
易
之
道
」
が
説
か
れ
た
。
当
時
の
儒
者
は
、
な
ぜ
皇
位
を
め
ぐ
る
謀
反
事
件
に
か
か
わ
っ
て
『
公
羊
伝
』
の
説
く
大
義
を
「
百
王
常
典
、
不
易
之
道
」
と
セ
ッ
ト
で
用
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、『
公
羊
伝
』
が
基
本
的
な
原
理
と
し
て
主
張
し
た
の
が
「
譲
国
」
と
「
王
位
継
承
の
順
位
の
遵
守
）
」
に
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
天
武
・
持
統
の
皇
統
に
と
っ
て
然
る
べ
き
皇
位
継
承
の
存
続
を
目
指
し
た
関
係
者
た
ち
四
〇
は
、
そ
の
こ
と
を
『
公
羊
伝
』
や
『
後
漢
書
』
の
該
当
記
事
な
ど
を
通
し
て
会
得
し
、
か
つ
摂
取
・
援
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
所
以
で
あ
る
。
司
馬
遷
が
『
春
秋
』
を
評
し
て
「
王
道
之
大
者
也
」、
ま
た
「
萬
物
之
散
聚
皆
在
春
秋
」、「
有
國
者
不
可
以
不
知
春
秋
」
あ
る
い
は
「
為
人
君
父
而
不
通
於
春
秋
之
義
者
、
必
蒙
首
之
名
」、
そ
れ
ゆ
え
「
春
秋
者
禮
義
之
大
宗
也
）
」
と
、
言
葉
を
尽
し
て
讃
辞
を
呈
す
る
の
を
当
時
日
本
の
為
政
者
た
ち
も
十
分
に
承
知
し
）
、『
春
秋
』（
公
羊
伝
）
に
対
し
て
大
き
な
真
義
を
認
め
て
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
。
『
懐
風
藻
』
に
あ
る
葛
野
王
の
言
葉
は
、
高
市
皇
子
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
に
皇
太
后
（
持
統
）
が
皇
族
、
公
卿
百
僚
ら
に
日
嗣
の
皇
子
に
つ
き
議
論
さ
せ
た
場
で
、
そ
れ
を
決
定
づ
け
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
「
我
國
家
為
法
也
。
神
代
以
來
。
子
孫
相
承
。
以
襲
天
位
。
若
兄
弟
相
及
。
則
從
此
興
）
。」
と
あ
る
の
は
、『
公
羊
伝
』
が
大
義
と
し
て
説
く
「
譲
国
と
皇
位
継
承
」
に
関
す
る
記
事
と
見
事
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
は
魯
の
荘
公
三
二
年
「
秋
七
月
癸
巳
公
子
牙
卒
」
に
あ
る
荘
公
と
季
子
（
季
友
）
と
の
会
話
や
、
襄
公
二
九
年
「
呉
子
使
札
來
聘
」
に
あ
る
同
母
四
兄
弟
に
よ
る
呉
国
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
経
緯
の
な
か
で
末
弟
季
子
の
言
っ
た
言
葉
な
ど
、
を
即
座
に
連
想
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
前
者
の
例
で
は
、
臨
終
近
い
荘
公
が
継
承
者
に
誰
が
よ
い
か
を
諮
っ
た
際
の
季
子
（
季
友
）
の
言
葉
が
そ
れ
で
あ
る
。
荘
公
に
三
人
の
弟
が
お
り
、
そ
の
長
を
慶
父
、
次
を
叔
牙
、
末
を
季
友
と
言
っ
た
。
叔
牙
は
「
子
が
父
を
継
ぎ
、（
つ
ぎ
は
）
弟
が
兄
を
継
ぐ
）
」
と
い
う
魯
国
の
き
ま
り
（
一
継
一
及
）
と
い
う
）
に
従
う
べ
き
で
、「（
兄
の
）
慶
父
が
い
る
で
は
な
い
か
。」（
同
上
）
と
主
張
し
た
。
荘
公
の
心
中
を
察
し
た
季
子
（
季
友
）
が
、「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
反
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。」
と
叔
牙
の
案
を
否
定
し
、
皇
位
を
め
ぐ
る
兄
弟
間
の
争
い
は
反
乱
の
も
と
に
な
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
弓
削
皇
子
を
制
し
た
葛
野
王
が
持
統
に
進
言
し
た
先
の
言
葉
は
実
に
こ
れ
と
共
鳴
し
合
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。葛
野
王
の
発
言
が
史
実
な
ら
、
彼
は
史
記
や
公
羊
伝
か
ら
上
記
の
こ
と
を
教
養
と
し
て
も
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
さ
も
な
く
ば
、
四
一
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
葛
野
王
伝
記
を
書
い
た
人
物
に
は
そ
の
教
養
が
あ
っ
た
と
思
う
。
持
統
が
葛
野
王
の
言
を
嘉
み
し
た
の
は
、
文
武
へ
の
皇
位
継
承
を
悲
願
と
し
て
い
た
か
ら
当
然
だ
が
、
同
時
に
ま
た
、
天
智
の
娘
と
し
て
壬
申
の
乱
に
学
ぶ
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
斉
明
の
越
智
山
陵
と
天
智
の
山
科
山
陵
へ
の
修
造
）
や
、
天
武
と
天
智
の
国
忌
の
決
定
）
が
着
々
と
実
行
さ
れ
た
し
、
文
武
が
大
官
大
寺
に
「
五
百
人
を
度
し
、
天
智
天
皇
の
御
願
を
追
感
せ
ん
と
）
」
し
た
と
も
い
う
。
こ
れ
ら
が
実
施
さ
れ
た
背
景
に
は
、
壬
申
の
乱
の
経
験
が
深
く
考
慮
さ
れ
た
結
果
ば
か
り
で
は
な
く
、
中
国
皇
帝
の
政
治
哲
学
に
も
学
ぶ
点
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。
【
②
儒
教
的
帝
王
学
に
学
ぶ
】
少
な
く
と
も
持
統
存
命
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
お
お
よ
そ
中
国
南
北
朝
頃
ま
で
の
正
史
な
ど
は
そ
の
成
立
年
代
の
上
か
ら
推
せ
ば
概
ね
閲
覧
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
）
、
中
国
正
史
が
伝
え
る
漢
以
来
の
王
朝
交
替
に
は
帝
位
禪
譲
の
形
式
を
踏
む
の
が
基
本
で
、
前
皇
帝
に
は
事
後
も
必
ず
王
と
し
て
領
地
、
人
民
な
ど
が
付
与
さ
れ
、
暦
や
儀
礼
等
も
旧
来
の
ま
ま
許
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
曹
魏
明
帝
は
青
龍
二
年
に
山
陽
公
と
し
て
余
生
を
送
っ
て
い
た
漢
孝
献
帝
が
薨
じ
る
と
漢
礼
を
以
て
葬
り
、
陳
の
世
祖
文
皇
帝
も
、
梁
の
孝
元
皇
帝
を
悉
く
梁
典
を
用
い
て
江
寧
の
地
に
葬
っ
て
い
る
）
。
か
く
、
中
国
皇
帝
は
前
王
朝
の
元
皇
帝
に
対
し
、
そ
の
死
後
も
前
王
朝
の
礼
を
以
て
丁
重
に
処
遇
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
隣
国
の
歴
史
事
実
に
儒
教
的
帝
王
学
と
も
い
う
べ
き
政
治
哲
学
の
影
響
を
受
け
た
に
相
違
な
く
、
文
武
朝
に
お
け
る
天
智
帝
へ
の
回
帰
の
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
経
験
や
学
習
も
大
き
く
作
用
し
て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
。
【
③
伝
聞
皇
太
孫
】
加
え
て
天
武
晩
年
の
六
八
二
年
、
唐
は
高
宗
の
永
淳
元
年
二
月
癸
未
、
皇
太
子
哲
の
長
子
誕
生
を
迎
え
、
喜
ん
だ
帝
は
大
赦
・
改
元
し
、
そ
の
戊
午
）
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
皇
孫
重
照
を
立
て
て
「
皇
太
孫
」
と
し
、
府
を
開
き
僚
属
を
置
こ
う
と
ま
で
し
た
）
。
さ
す
が
に
吏
部
郎
中
の
王
方
慶
が
「
周
禮
）
ヲ
按
ズ
ル
ニ
、
嫡
子
ハ
有
ル
モ
嫡
孫
ハ
ナ
シ
ト
。
漢
、
魏
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
、
皇
太
子
在
レ
バ
、
太
孫
ヲ
立
テ
ズ
シ
テ
、
タ
ダ
王
ニ
封
ズ
ル
ノ
ミ
。
晋
ハ
愍
懐
太
子
ノ
子
ヲ
立
テ
太
孫
ト
シ
、
齊
モ
文
恵
太
子
ノ
子
昭
業
ヲ
立
テ
テ
太
孫
ト
シ
、
カ
リ
ニ
東
宮
ニ
居
ラ
シ
メ
タ
リ
。
而
レ
ド
モ
皇
太
子
在
リ
テ
太
孫
ヲ
立
ツ
ル
ハ
、
未
ダ
前
例
有
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。」（
同
四
二
上
）
と
進
言
す
る
。
晋
の
愍
懐
太
子
は
元
康
九
（
二
九
九
）
年
一
二
月
に
后
に
廃
さ
れ
）
、
南
齊
の
文
恵
太
子
は
永
明
一
一
（
四
九
三
）
年
正
月
に
薨
去
し
て
い
た
）
。
共
に
空
位
時
の
例
を
挙
げ
て
帝
を
諭
し
た
の
で
あ
る
。
高
宗
が
譲
ら
ず
方
慶
は
引
き
下
が
っ
た
が
、
府
僚
ま
で
は
立
て
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
同
時
代
の
唐
王
朝
に
お
け
る
「
立
皇
太
孫
」
の
一
件
は
、
双
方
の
使
者
や
交
易
関
係
者
な
ど
に
よ
っ
て
も
十
分
に
齎
さ
れ
う
る
情
報
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
持
統
・
文
武
の
時
代
に
は
則
天
武
皇
后
の
専
権
ぶ
り
と
共
に
伝
聞
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
、
そ
う
い
う
所
に
も
「
不
改
常
典
」
の
語
を
考
案
す
る
に
至
る
要
因
の
一
斑
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
、「
不
改
常
典
」
の
典
拠
候
補
に
は
『
後
漢
書
』
楊
終
伝
の
一
節
が
最
も
蓋
然
性
が
高
く
、
し
か
も
そ
の
思
想
的
背
景
に
あ
る
『
公
羊
伝
』
の
「
譲
国
」
と
「
皇
位
継
承
順
位
の
遵
守
」
を
め
ぐ
る
大
義
こ
そ
は
、
天
武
・
持
統
皇
統
の
維
持
、
存
続
を
願
う
人
々
を
背
後
で
支
え
る
重
要
な
思
想
的
根
拠
と
し
て
機
能
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
何
よ
り
そ
れ
は
、
日
本
的
華
夷
思
想
に
基
づ
く
天
皇
に
よ
る
中
国
皇
帝
へ
の
比
擬
の
姿
勢
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
四
）
む
す
び
に
か
え
て
「
續
紀
歴
朝
詔
詞
解
」
に
お
い
て
本
居
宣
長
が
示
唆
は
し
た
が
、
敢
え
て
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
問
題
と
し
て
、「
文
字
を
本
に
て
出
来
た
る
言
」
と
い
う
観
点
か
ら
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
を
さ
が
す
と
い
う
作
業
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
中
国
に
そ
の
典
拠
を
求
め
る
に
先
立
ち
、
不
十
分
な
が
ら
、『
続
日
本
紀
』
中
に
お
け
る
『
漢
書
』
や
『
後
漢
書
』
な
ど
か
ら
の
影
響
と
思
し
き
文
言
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
こ
に
は
単
な
る
断
片
的
な
語
句
の
引
用
だ
け
に
は
止
ま
ら
な
い
、
政
治
思
想
的
な
背
景
を
含
め
た
当
時
の
史
官
ら
に
よ
る
自
在
な
利
・
活
用
の
実
態
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
中
国
史
籍
に
お
い
て
合
致
し
う
る
史
料
を
求
め
た
結
果
、「
不
改
常
典
」
に
限
り
な
く
近
似
し
た
表
現
を
『
後
漢
書
』
楊
終
伝
に
見
出
し
た
。
そ
れ
が
「
百
王
常
典
、
不
易
之
道
」
で
あ
る
。「
不
易
」
は
古
漢
語
に
お
い
て
も
「
不
改
」
と
同
義
で
あ
り
、
従
っ
て
「
不
易
之
道
」
は
「
不
易
之
常
典
」
に
等
し
く
、
そ
四
三
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
こ
か
ら
「
不
改
之
常
典
」
は
い
と
も
簡
単
に
造
語
さ
れ
う
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
推
定
し
た
。
し
か
も
こ
の
「
百
王
常
典
、
不
易
之
道
」
や
「
百
王
不
易
之
道
」
は
、『
公
羊
伝
』
に
基
づ
く
「
春
秋
之
義
」
に
伴
っ
て
用
い
ら
れ
、
皇
位
継
承
に
か
か
わ
る
事
件
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
「
子
以
母
貴
、
母
以
子
貴
」
や
「
君
親
無
將
、
將
而
誅
之
」、「
善
善
及
子
孫
、
悪
悪
止
其
身
」
に
随
伴
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
、『
公
羊
伝
』
の
主
張
す
る
大
義
が
「
譲
国
（＝
譲
位
）」
と
「
王
位
継
承
順
位
の
遵
守
」
に
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。
奈
良
時
代
前
期
に
お
い
て
、
そ
う
い
う
大
義
を
最
も
切
実
に
必
要
と
し
た
の
は
、
草
壁
・
文
武
亡
き
後
の
天
武
・
持
統
系
の
皇
統
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
元
明
〜
聖
武
の
「
不
改
常
典
」
に
限
定
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
元
正
天
皇
の
即
位
宣
命
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
養
老
三
年
一
〇
月
辛
丑
の
詔
は
、「
日
本
に
お
け
る
皇
位
継
承
法
を
含
む
法
令
制
度
の
沿
革
を
述
べ
、
首
皇
太
子
の
皇
位
継
承
を
正
当
づ
け
）
」
た
と
さ
れ
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
皇
太
子
始
朝
政
焉
」
か
ら
四
ヶ
月
後
に
出
た
詔
で
あ
っ
た
。
（
ク
）「（
略
）。
降
至
近
江
之
世
。
弛
張
悉
備
。
迄
於
藤
原
之
朝
。
頗
有
増
損
。
由
行
無
改
。
以
為
恒
法
。
由
是
𥡴
遠
祖
之
正
典
。
考
列
代
之
皇
綱
。
承
纂
洪
緒
。
此
皇
太
子
也
。（
略
）。
況
及
舎
人
。
新
田
部
親
王
。
百
世
松
桂
・
本
枝
合
於
昭
穆
。
万
雉
城
石
。
維
盤
。
重
乎
國
家
。（
略
）
今
二
親
王
。
宗
室
年
長
。
在
朕
既
重
。
實
加
褒
賞
。
深
頁
異
。（
略
）
其
賜
一
品
舎
人
親
王
。
内
舎
人
二
人
。
大
舎
人
四
人
。
衞
士
三
十
人
。
封
八
百
戸
。
通
前
二
千
戸
。
二
品
新
田
部
親
王
云
々
（
略
）。」）
当
時
な
お
皇
位
継
承
権
を
有
し
た
舎
人
・
新
田
部
両
親
王
へ
の
褒
賞
は
懐
柔
策
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
こ
そ
は
厳
然
た
る
君
臣
関
係
の
再
確
認
（
皇
位
継
承
権
の
剥
奪
）
を
意
味
し
た
。
こ
の
詔
の
重
点
は
皇
太
子
首
へ
の
譲
位
告
知
に
あ
る
。
元
正
の
本
来
の
宣
命
に
「
不
改
常
典
」
の
詞
が
あ
っ
た
か
否
か
は
事
実
不
明
だ
が
、
元
明
即
位
宣
命
以
来
の
「
不
改
常
典
」
の
目
的
が
こ
こ
で
具
体
的
に
言
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
太
上
天
皇
（
元
明
）
が
不
豫
と
な
っ
た
養
老
五
年
五
月
か
ら
四
か
月
後
の
、
九
月
乙
卯
に
は
首
の
幼
少
の
む
す
め
井
上
を
齋
内
親
王
と
定
め
た
）
。
そ
れ
は
元
正
朝
の
斎
王
だ
っ
た
の
で
は
な
い
（
元
正
在
位
中
に
伊
勢
に
下
向
せ
ず
、
譲
位
の
時
に
も
解
任
さ
れ
ず
、
聖
武
四
四
即
位
後
に
伊
勢
に
参
向
し
た
）。
本
来
は
天
皇
即
位
に
伴
い
卜
定
さ
れ
る
べ
き
斎
内
親
王
で
あ
る
。
も
と
よ
り
父
首
皇
太
子
の
即
位
を
既
成
事
実
化
す
べ
く
、
死
期
迫
る
元
明
の
意
向
に
も
沿
う
べ
く
し
て
伊
勢
神
宮
祭
祀
の
側
面
か
ら
も
駄
目
を
押
す
、
急
か
れ
た
卜
定
で
あ
っ
た
）
。
潔
齋
期
間
六
年
と
い
う
異
例
さ
が
そ
の
こ
と
を
物
語
る
。
草
壁
の
孫
に
し
て
不
比
等
の
孫
皇
子
首
へ
の
皇
位
継
承
は
か
く
も
慎
重
に
、
用
心
深
く
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
春
秋
の
義
を
接
点
に
「
不
改
常
典
」
と
そ
れ
を
背
後
で
支
え
た
『
公
羊
伝
』
の
「
譲
国
と
皇
位
継
承
順
位
の
遵
守
」
と
い
う
大
義
こ
そ
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
不
可
欠
の
思
想
的
根
拠
に
な
り
得
た
も
の
と
考
え
る
。
註１
）
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
七
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
）、
一
九
三
頁
。
２
）
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
七
巻
所
収
、
大
野
晋
「
解
題
」
二
二
頁
。
3
）
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』
所
収
「
續
紀
歴
朝
詔
詞
解
一
巻
」
一
九
〇
頁
。
4
）
前
掲
「
續
紀
歴
朝
詔
詞
解
一
巻
」、
二
二
五
頁
。
5
）
田
村
圓
澄
「
不
改
常
典
考
」（『
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）、
岩
橋
小
彌
太
「
天
智
天
皇
の
立
て
給
ひ
し
常
の
典
」（『
増
補
上
代
史
籍
の
研
究
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）、
水
野
柳
太
郎
「『
不
改
常
典
』
を
め
ぐ
る
試
論
｜
大
王
と
天
皇
｜
」（『
日
本
史
研
究
』
一
五
〇
・
一
五
一
合
冊
号
、
一
九
七
五
年
）、
な
ど
。
6
）
前
掲
「
續
紀
歴
朝
詔
詞
解
一
巻
」、
二
一
六
頁
。
7
）
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
校
注
『
続
日
本
紀
』
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）、
三
八
二
頁
に
諸
説
の
概
要
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
纏
め
ら
れ
て
お
り
有
益
で
あ
る
。
8
）
宣
長
も
顕
宗
紀
に
「
不
易
之
典
」
の
あ
る
を
指
摘
し
た
が
、
武
田
佐
知
子
氏
は
顕
宗
即
位
前
紀
の
「
兄
友
弟
恭
、
不
易
之
典
、
聞
諸
古
老
」
を
引
き
、「
一
種
道
徳
律
の
如
き
「
不
易
之
典
」
あ
た
り
に
下
敷
き
を
求
め
、
類
推
す
る
の
が
当
た
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
（「『
不
改
常
典
』
に
つ
い
て
」『
日
本
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
二
月
号
、
第
三
〇
九
号
所
収
、
六
五
頁
）。
9
）
『
続
紀
』
条
文
か
ら
引
く
（
ア
）
か
ら
（
カ
）
は
、
い
ず
れ
も
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
続
日
本
紀
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
に
拠
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
註
７
）前
掲
『
続
日
本
紀
』
（
岩
波
書
店
）
を
参
照
す
る
。
10
）
吉
田
賢
抗
著
『
論
語
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
四
年
）、「
子
路
第
一
三
」、
二
八
一
頁
。
11
）
『
漢
書
』
一
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）、
巻
四
；
一
一
六
、
一
二
七
頁
。
以
後
『
漢
書
』
か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
拠
る
。『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
３
（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）、
一
八
〇
頁
の
四
五
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
西
村
元
祐
氏
「
賢
良
方
正
」
の
項
。
12
）
『
漢
書
』
一
、
巻
四
、
一
一
六
頁
。
小
竹
武
夫
訳
『
漢
書
』
１
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
二
〇
頁
。
以
下
『
漢
書
』
の
邦
訳
は
小
竹
訳
『
漢
書
』
と
簡
略
表
記
し
本
書
に
依
拠
す
る
。
13
）
『
漢
書
』
宣
帝
本
紀
本
始
四
年
夏
四
月
壬
寅
条
、
地
節
三
年
冬
一
〇
月
条
、
元
帝
本
紀
永
光
二
年
三
月
壬
戌
朔
条
、
成
帝
本
紀
建
始
三
年
冬
一
二
月
戊
申
朔
条
な
ど
。
14
）
「
賢
良
」「
賢
良
方
正
」
は
『
礼
記
』「
月
令
」、『
初
学
記
』「
薦
」、『
文
選
』「
論
」
な
ど
に
も
み
ゆ
。
そ
れ
ら
の
利
用
は
、
災
異
に
伴
う
『
漢
書
』
の
詔
を
熟
知
し
た
上
で
の
こ
と
だ
と
考
え
る
べ
き
。
15
）
註
11
）前
掲
『
漢
書
』
一
、
巻
八
、
二
四
五
頁
。
16
）
陸
『
新
語
』
明
誡
第
11
（
宮
崎
市
定
「
陸
『
新
語
』
の
研
究
」『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
五
、
同
朋
舎
、
一
九
七
八
年
、
五
二
九
頁
）。
王
充
『
論
衡
』
譴
告
篇
（
黄
暉
撰
『
論
衡
校
釋
』
二
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
四
年
、
六
三
四
頁
）。
漢
代
災
異
説
は
『
春
秋
繁
露
』、『
白
虎
通
義
』
や
重
澤
俊
郎
「
董
仲
舒
研
究
」
（『
周
漢
思
想
研
究
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
年
、
一
四
五
〜
二
六
五
頁
）
や
狩
野
直
喜
著
『
中
国
哲
学
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）、
二
七
二
〜
二
七
六
頁
。
17
）
註
12
）前
掲
、
小
竹
訳
『
漢
書
』
１
、
二
四
〇
頁
。
18
）
呉
雲
、
李
春
台
校
注
『
誼
集
校
注
（
増
訂
版
）』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
六
九
頁
。
19
）
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
條
は
、
詩
経
、
尚
書
な
ど
多
数
の
漢
籍
を
参
照
、
引
用
し
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
そ
の
第
七
條
に
「
故
古
聖
王
。
為
官
以
求
人
、
為
人
不
求
官
。」
と
あ
る
（
家
永
三
郎
著
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
の
研
究
』、
三
省
堂
、
一
九
七
二
年
、
二
九
〇
、
三
二
三
頁
）。
賢
者
推
薦
に
つ
い
て
の
対
策
文
は
前
掲
『
漢
書
』
八
、
巻
五
六
、
董
仲
舒
傳
第
二
六
、
二
五
一
二
〜
二
五
一
三
頁
。
20
）
山
本
武
夫
著
『
気
候
の
語
る
日
本
の
歴
史
』（
そ
し
え
て
、
一
九
八
二
年
）、
一
一
二
〜
一
三
〇
頁
。
21
）
石
上
英
一
「
古
代
東
ア
ジ
ア
地
域
位
と
日
本
」（『
日
本
の
社
会
史
第
一
巻
列
島
内
外
の
交
通
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）、
酒
寄
雅
志
「
華
夷
思
想
の
諸
相
」（『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
Ⅴ
自
意
識
と
相
互
理
解
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）、
山
尾
幸
久
「『
日
本
天
皇
』
と
華
夷
思
想
」（『
古
代
の
日
朝
関
係
』
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
）、
大
町
健
「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
律
令
国
家
」（『
律
令
国
家
の
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）、
川
崎
晃
「
古
代
日
本
と
蝦
夷
・
渤
海
｜
日
本
の
華
夷
思
想
｜
」（『
万
葉
集
と
環
日
本
海
』
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。
22
）
光
武
帝
は
建
武
一
〇
年
秋
八
月
己
亥
や
同
一
八
年
三
月
壬
午
、
同
二
二
年
春
閏
月
丙
戌
に
も
同
じ
事
を
し
て
い
る
。『
後
漢
書
』
一
（
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）、
光
武
帝
紀
第
一
下
；
四
八
、
五
六
、
六
九
、
七
四
頁
。
以
後
『
後
漢
書
』
か
ら
の
引
用
は
当
該
標
點
本
に
拠
る
。
23
）
『
漢
書
』
一
〇
；
巻
七
三
、
韋
玄
成
傳
、
三
一
一
五
〜
三
一
三
〇
頁
。
小
竹
訳
『
漢
書
』
６
；
三
四
二
〜
三
六
〇
頁
。
狩
野
直
喜
「
禮
經
と
漢
制
」（『
讀
書
餘
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
再
録
）、
一
六
〜
三
五
頁
。
24
）
前
掲
『
後
漢
書
』
一
；
四
八
頁
、
李
賢
ら
の
注
に
よ
る
。
四
六
25
）
前
掲
『
続
日
本
紀
（
一
）』（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
四
；
一
二
四
頁
の
註
一
。
26
）
平
安
時
代
以
前
の
日
本
の
宗
廟
制
度
は
、
渡
部
眞
弓
「
日
・
中
祖
先
崇
拝
の
比
較
研
究
｜
中
国
宗
廟
制
度
か
ら
見
た
日
本
の
祖
先
崇
拝
｜
」（
国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
學
紀
要
、
27
号
、
一
九
九
三
年
）、
特
に
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
参
照
。
27
）
佐
藤
宗
諄
「
元
明
天
皇
論
｜
そ
の
即
位
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
古
代
文
化
』
第
三
〇
巻
、
古
代
学
協
会
、
一
九
七
八
年
）、
三
頁
。
村
井
康
彦
氏
は
ま
た
「
不
改
常
典
を
、
元
明
即
位
の
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
論
理
と
す
る
見
方
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
開
放
」
す
べ
き
だ
と
論
じ
た
（「
王
権
の
授
受
｜
不
改
常
典
を
め
ぐ
っ
て
｜
」『
日
本
研
究
』
第
一
集
、
一
九
八
九
年
、
七
〇
〜
七
一
頁
）。
28
）
『
公
羊
注
疏
譯
注
・
公
元
年
哀
公
十
四
年
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）、
巻
三
；
五
六
頁
（
通
頁
一
六
六
頁
）。
29
）
岩
本
憲
司
著
『
春
秋
公
羊
傳
何
休
解
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）、「
傳
の
部
」
五
三
五
頁
、
及
び
前
掲
『
公
羊
注
疏
譯
注
・
公
元
年
哀
公
十
四
年
』
巻
三
；
五
六
〜
五
七
頁
の
訳
注
に
依
拠
し
た
。
30
）
日
原
利
國
著
『
春
秋
公
羊
傳
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
七
六
年
）
所
収
「
侠
氣
と
復
讐
」
五
〇
〜
五
一
頁
。
冨
谷
至
「
西
漢
後
半
期
の
政
治
と
春
秋
學
｜
『
左
氏
春
秋
』
と
『
公
羊
春
秋
』
の
對
立
と
展
開
｜
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
三
六
巻
第
四
號
、
一
九
七
八
年
）、
七
六
頁
。
31
）
『
漢
書
』
一
、
武
帝
紀
第
六
；
一
七
四
頁
。
同
、
五
行
志
第
七
中
之
下
（
一
四
二
四
頁
）
に
は
「
武
帝
元
狩
元
年
十
二
月
、
大
雨
雪
、
民
多
凍
死
。
是
歳
淮
南
、
衡
山
王
謀
反
、
發
覺
、
皆
自
殺
。
使
者
行
郡
國
、
治
黨
與
、
坐
死
者
數
萬
人
。」
と
し
て
、
安
ら
の
「
謀
反
」
と
「
大
雨
雪
、
民
多
凍
死
」
を
災
異
説
に
基
づ
く
因
果
應
報
事
例
と
し
て
記
す
。
32
）
『
漢
書
』
七
；
衡
山
王
傳
、
二
一
五
二
頁
。
小
竹
氏
訳
『
漢
書
』
４
；
四
五
〇
頁
。『
史
記
』
一
〇
（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
）、
淮
南
衡
山
列
伝
第
五
八
；
三
〇
九
三
〜
三
〇
九
四
頁
。
33
）
『
漢
書
』
七
；
二
一
五
六
頁
。
小
竹
氏
訳
『
漢
書
』
４
；
四
五
六
頁
。
34
）
恵
帝
の
父
文
帝
と
淮
南
厲
王
長
と
は
共
に
高
祖
の
子
ゆ
え
、
長
の
長
子
安
と
恵
帝
と
は
従
兄
弟
同
士
に
な
る
。
武
帝
に
と
っ
て
は
、
謀
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
淮
南
王
安
は
父
恵
帝
の
従
兄
弟
、
即
ち
従
父
叔
父
に
あ
た
る
。
35
）
粛
旭
著
『
群
書
校
補
』（
廣
陵
書
社
、
二
〇
一
一
年
）
所
収
「
漢
書
校
補
」
二
六
九
頁
に
よ
る
と
、「
施
丁
曰：
將
、
謂
蓄
意
叛
」
と
み
え
る
。
36
）
前
掲
岩
本
憲
司
著
『
春
秋
公
羊
傳
何
休
解
』、
五
七
二
、
六
四
六
頁
。
以
下
、
公
羊
傳
の
訓
み
や
解
釈
は
本
書
に
拠
る
。
37
）
程
樹
徳
著
『
九
朝
律
考
』
上
冊
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
五
年
）、
一
九
七
〜
二
一
二
頁
。『
廿
二
史
記
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
巻
二
；
二
九
〜
三
〇
頁
「
漢
時
以
經
義
断
事
」、
桑
原
蔵
著
『
中
国
の
孝
道
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）、
八
九
〜
九
一
頁
、
狩
野
直
喜
著
『
春
秋
研
究
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
一
九
四
〜
二
〇
六
頁
「
公
羊
學
と
漢
律
」、
前
掲
日
原
利
國
著
『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』
所
収
「
心
意
の
偏
重
」
一
三
六
〜
一
四
〇
頁
。
38
）
小
竹
訳
『
漢
書
』
４
、
四
五
一
頁
。
四
七
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
39
）
『
漢
書
』
一
〇
、
巻
八
〇
；
三
三
一
一
〜
三
三
一
九
頁
。
ま
た
小
竹
訳
『
漢
書
』
７
；
九
〜
一
九
頁
。
40
）
『
漢
書
』
一
〇
、
巻
八
〇
；
三
三
一
七
頁
、
小
竹
訳
『
漢
書
』
７
；
一
六
頁
。
41
）
『
漢
書
』
一
、
哀
帝
紀
第
一
一
；
三
三
六
頁
。
小
竹
訳
『
漢
書
』
１
；
三
三
四
頁
。
42
）
『
漢
書
』
四
；
巻
二
四
上
・
食
貨
志
第
四
上
、
一
一
四
二
〜
四
三
頁
。
小
竹
訳
『
漢
書
』
２
；
四
四
六
〜
七
頁
。
43
）
前
掲
『
漢
書
』
一
；
三
三
六
頁
、
注﹇
一
﹈参
照
。
44
）
西
脇
常
記
「
薄
葬
遺
言
に
つ
い
て
」（『
中
国
古
典
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
諸
相
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
九
年
）、
二
一
五
頁
。
今
井
宇
三
郎
ほ
か
著
『
易
経
』
下
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、
「
繁
辞
下
伝
」
一
五
九
四
頁
に
「
古
之
葬
者
、
厚
衣
之
以
薪
、
葬
之
中
野
、
不
封
不
樹
、
喪
期
數
。
後
世
聖
人
、
易
之
以
棺
。」
と
あ
る
。
45
）
孔
子
は
葬
儀
の
形
式
よ
り
「
哀
悼
の
気
持
ち
」
を
重
視
し
（
論
語
八
篇
）、
奢
り
の
な
い
造
墓
（
禮
記
檀
弓
篇
）
を
願
っ
た
。
〞
書
淫
〝
と
評
さ
れ
た
皇
甫
は
「
篤
終
」
中
に
「
自
古
及
今
、
未
有
不
死
之
人
、
又
無
不
發
之
墓
也
」
と
『
呂
氏
春
秋
』
並
み
の
事
を
い
い
、
孝
経
一
巻
だ
け
を
所
望
し
た
こ
と
は
有
名
（『
晋
書
』
中
華
書
局
出
版
、
一
九
九
一
年
、
巻
五
一
；
一
四
一
七
頁
）。
陸
の
『
新
語
』
に
薄
葬
を
論
じ
た
と
の
説
あ
る
も
、
黄
暉
は
「
新
語
に
は
薄
葬
を
論
ず
る
事
無
し
、
蓋
し
陸
の
他
著
に
本
づ
く
か
」
と
す
る
（
前
掲
『
論
衡
校
釋
』
三
；
巻
二
三
薄
葬
篇
、
九
五
七
頁
）。
46
）
前
掲
、
西
脇
常
記
氏
「
薄
葬
遺
言
に
つ
い
て
」、
二
一
五
頁
。
古
代
中
国
の
遺
言
に
つ
い
て
は
同
氏
著
『
唐
代
の
思
想
と
文
化
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
「
遺
言
」（
二
八
三
〜
三
六
二
頁
）
が
あ
る
。
47
）
『
舊
唐
書
』
九
（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）、
巻
九
六
；
三
〇
二
六
頁
。
西
脇
氏
前
掲
論
文
「
薄
葬
遺
言
に
つ
い
て
」
二
一
五
頁
。
48
）
『
魏
書
』
第
一
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、
一
四
五
頁
、
太
和
二
年
五
月
条
に
よ
る
。
49
）
『
日
本
書
紀
』
下
（
日
本
古
典
文
学
大
系
68
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
三
六
六
〜
三
六
七
頁
。
以
下
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
の
引
用
は
本
書
に
拠
る
。
50
）
前
掲
『
日
本
書
紀
』
下
、
三
七
二
〜
三
七
三
頁
。『
続
紀
』
で
は
、
寶
字
以
後
淡
海
三
船
と
共
に
「
文
人
之
首
」
と
さ
れ
た
石
上
宅
嗣
も
薄
葬
を
遺
教
す
る
（
巻
三
六
、
天
應
元
年
六
月
辛
亥
条
薨
傳
）。
51
）
前
掲
『
日
本
書
紀
』
下
、
二
九
二
〜
二
九
三
頁
。
52
）
前
掲
『
後
漢
書
』
一
；
巻
一
下
、
五
一
頁
、
建
武
七
（
後
三
一
）
年
春
正
月
丙
申
条
。
吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
七
年
）
第
一
冊
、
六
二
〜
六
三
頁
。
以
下
『
後
漢
書
』
の
邦
訳
・
注
釈
は
、「
吉
川
訓
注
」
と
簡
略
表
記
し
て
本
書
に
依
拠
す
る
。
53
）
李
賢
ら
の
注
に
「
初
め
て
作
る
陵
に
て
未
だ
名
有
ら
ざ
る
故
に
壽
陵
と
號
づ
く
、
蓋
し
久
長
の
義
を
取
る
な
り
。
漢
は
文
帝
よ
り
以
後
み
な
預
め
陵
を
作
る
、
今
舊
制
に
循
ふ
も
の
な
り
。」
と
い
う
。
54
）
前
掲
『
後
漢
書
』
一
；
七
七
〜
七
八
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
、
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
。
四
八
55
）
前
掲
『
後
漢
書
』
一
；
七
八
頁
の
注
に
「
謂
赤
眉
入
長
安
、
惟
覇
陵
不
掘
」
と
あ
る
。
前
掲
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
、
一
一
一
頁
。
56
）
『
後
漢
書
』
一
；
八
五
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
、
一
二
二
頁
。
57
）
『
漢
書
』
巻
四
；
一
三
四
頁
、
文
帝
紀
賛
に
「
治
覇
陵
、
皆
瓦
器
、
不
得
以
金
銀
銅
錫
為
飾
、
因
其
山
、
不
起
墳
。」
と
あ
る
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
、
一
一
〇
頁
注
八
。
58
）
『
後
漢
書
』
一
；
八
二
頁
、
中
元
元
年
是
夏
条
参
照
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
で
は
一
一
九
頁
。
59
）
前
掲
『
続
紀
』
前
篇
（
改
訂
増
補
国
史
大
系
）、
巻
七
；
七
〇
頁
、
養
老
元
年
一
一
月
癸
丑
条
。
60
）
『
禮
記
』
玉
藻
第
一
三
に
「
凡
自
、
天
子
曰
予
一
人
」
と
あ
る
（
竹
内
照
夫
著
『
礼
記
』
中
、
明
治
書
院
、
一
九
九
〇
年
、
四
八
三
頁
）。
真
古
文
『
書
経
』
に
も
散
見
。
小
野
沢
精
一
著
『
書
経
・
下
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
）、
四
〇
二
頁
。
61
）
『
漢
書
』
五
；
巻
二
七
中
之
上
、
五
行
志
第
七
中
之
上
、
一
三
八
五
頁
。
顔
師
古
も
「
諸
侯
の
號
に
は
非
ず
、
故
に
非
名
と
云
う
」
と
注
す
。
62
）
前
掲
吉
田
氏
『
論
語
』、
四
三
二
頁
。
こ
れ
は
『
漢
書
』
元
帝
紀
建
昭
五
年
三
月
に
も
引
く
。
類
例
は
『
墨
子
』（
兼
愛
下
）、
『
書
経
』（
湯
篇
・
盤
庚
篇
）、『
国
語
』（
周
語
上
）、『
呂
氏
春
秋
』（
順
民
篇
）
等
に
も
あ
り
。
63
）
吉
田
賢
抗
氏
は
こ
の
堯
曰
篇
第
一
章
を
四
段
に
分
け
て
通
釈
を
施
す
が
、
今
そ
れ
に
拠
れ
ば
こ
れ
は
間
違
い
な
く
第
三
段
の
周
武
王
の
言
葉
に
な
る
（
前
掲
吉
田
氏
『
論
語
』、
四
三
二
〜
四
三
四
頁
）。
64
）
『
漢
書
』
一
；
巻
九
、
元
帝
紀
第
九
；
二
九
六
頁
。
建
昭
五
年
春
三
月
詔
に
み
え
る
「
百
姓
有
過
、
在
予
一
人
」
の
注
﹇
三
﹈
に
、
師
古
曰：
「
論
語
載
殷
湯
伐
桀
告
之
文
也
。
言
君
天
下
者
、
常
任
其
憂
責
。」
と
す
。
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
壹
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
四
一
二
頁
も
同
じ
。
狩
野
直
喜
著
『
両
漢
学
術
考
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
年
）
所
収
「
漢
書
補
注
補
」
に
は
建
昭
五
年
に
つ
い
て
言
及
な
く
、
何
若
瑤
著
『
漢
書
注
考
證
』、
周
壽
昌
著
『
漢
書
注
校
補
』（
共
に
『
二
十
四
史
訂
補
』
所
収
）
等
に
も
手
が
か
り
を
得
ず
。
専
門
家
の
ご
教
正
を
乞
い
た
い
。
65
）
『
論
語
』
堯
曰
篇
の
殷
の
湯
王
（
履
）
の
言
葉
は
、
前
掲
吉
田
氏
『
論
語
』（
四
三
二
〜
四
三
三
頁
）
第
二
段
に
「
萬
方
有
罪
、
罪
在
朕
躬
。」
と
あ
る
も
の
で
、
そ
れ
と
周
武
の
「
百
姓
有
過
、
在
予
一
人
」
と
は
異
な
る
。
師
古
は
『
書
経
』
湯
篇
の
「
其
爾
萬
方
有
罪
、
在
予
一
人
。」
と
勘
違
い
を
し
た
の
で
は
と
想
像
す
る
も
、
不
明
。
66
）
『
漢
書
』
一
；
二
八
三
〜
二
八
四
頁
。
小
竹
訳
『
漢
書
』
Ⅰ
；
二
七
九
頁
。
67
）
『
漢
書
』
一
；
三
四
三
頁
。
小
竹
訳
『
漢
書
』
Ⅰ
；
三
四
〇
頁
。
68
）
『
後
漢
書
』
一
；
巻
一
下
、
五
二
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
、
六
四
〜
六
五
頁
。
吉
田
氏
『
論
語
』、
四
三
二
頁
。
69
）
『
後
漢
書
』
一
；
巻
二：
一
一
一
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
、
一
五
二
〜
一
五
三
頁
。
同
一
三
年
一
〇
月
壬
辰
晦
の
日
食
時
に
は
、
制
曰
「
冠
履
勿
劾
。
災
異
屡
見
、
咎
在
朕
躬
、
憂
懼
遑
遑
、
未
知
其
方
。」（
一
一
七
頁
）
と
も
い
う
。
70
）
『
後
漢
書
』
一
；
巻
四：
一
八
二
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
四
九
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
第
一
冊
、
二
六
二
〜
二
六
三
頁
。
前
掲
吉
田
氏
『
論
語
』、
四
三
二
頁
。
暗
愚
な
北
周
宣
帝
も
「
萬
方
有
罪
、
責
在
朕
躬
。」
と
当
該
表
現
を
踏
襲
し
（『
周
書
』
一
、
中
華
書
局
、
一
九
七
一
年
、
巻
七
；
一
二
三
頁
、
大
象
二
年
四
月
己
卯
詔
）、
隋
帝
も
大
業
元
年
正
月
戊
申
の
詔
で
同
じ
フ
レ
ー
ズ
を
使
う
（『
隋
書
』
一
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
、
巻
三
；
六
二
頁
）。
71
）
北
魏
高
祖
も
太
和
九
年
数
州
に
災
水
・
飢
饉
が
あ
っ
た
際
の
詔
に
「
天
之
所
譴
、
在
予
一
人
、
而
百
姓
無
辜
」
と
述
べ
、
同
一
五
年
正
月
か
ら
四
月
ま
で
旱
が
続
い
た
時
も
、「
萬
方
有
罪
、
在
予
一
人
。」
の
表
現
を
以
て
し
た
（
前
掲
『
魏
書
』
巻
七
上
；
一
五
六
頁
、
巻
七
下
；
一
六
八
頁
）。
72
）
「
向
隅
」
は
孤
立
し
失
意
の
様
子
に
譬
え
る
。『
説
苑
』（
日
本
橋
須
原
屋
茂
兵
衞
版
）
巻
五
・
貴
徳
篇
に
は
「
今
有
滿
堂
飲
酒
者
、
有
一
人
獨
索
然
向
隅
而
泣
、
則
一
堂
之
人
皆
不
矣
。」
と
あ
る
。
『
漢
書
』
巻
二
三
；
刑
法
志
（
一
一
〇
八
頁
）
も
ほ
ぼ
同
文
、
成
立
は
『
説
苑
』
の
方
が
早
い
。
73
）
森
本
公
誠
著
『
聖
武
天
皇
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）
は
卓
見
に
溢
れ
た
高
著
で
あ
る
。「
責
在
予
一
人
」
と
し
た
聖
武
を
「
責
任
感
の
強
い
天
皇
」、「
自
分
の
政
治
に
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」（
一
八
二
頁
）
と
も
評
さ
れ
た
。
74
）
拙
稿
「
聖
武
の
伊
勢
行
幸
と
関
宮
に
つ
い
て
」（
坂
本
信
幸
編
『
聖
武
天
皇
の
時
代
』
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
叢
書
25
；
二
〇
一
三
年
）、
三
九
〜
四
一
頁
参
照
。
75
）
『
十
三
經
注
疏
・
附
校
勘
記
』
上
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）、『
毛
詩
正
義
』
第
一
二
｜
一
、
第
一
七
四
頁
上
（
四
四
二
頁
）、
及
び
陳
壽
祺
撰
『
五
經
異
義
疏
證
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
二
一
三
頁
「
災
名
」
に
よ
る
。
76
）
重
澤
俊
郎
著
『
周
漢
思
想
研
究
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
年
）
所
収
「
董
仲
舒
研
究
」、
板
野
長
八
著
『
中
国
古
代
に
お
け
る
人
間
観
の
展
開
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
所
収
「
董
仲
舒
」。
鈴
木
由
次
郎
「
董
仲
舒
」（『
講
座
東
洋
思
想
２
・
中
国
思
想
Ⅰ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）、
狩
野
直
喜
著
『
中
国
哲
学
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
所
収
「
董
仲
舒
」
な
ど
参
照
。
77
）
『
漢
書
』
八
；
巻
五
六
・
董
仲
舒
傳
、
二
四
九
八
頁
、
前
掲
小
竹
訳
『
漢
書
』
五
；
二
八
二
頁
。（
董
仲
舒
が
ど
の
程
度
重
要
視
さ
れ
た
か
を
疑
問
視
す
る
研
究
も
あ
る
が
、
今
は
略
す
。）
78
）
前
掲
『
続
日
本
紀
』
前
篇
（
改
訂
増
補
国
史
大
系
）、
巻
11
；
一
二
八
頁
、
天
平
四
年
春
正
月
乙
巳
朔
条
。
79
）
前
掲
拙
稿
「
聖
武
の
伊
勢
行
幸
と
関
宮
に
つ
い
て
」、
三
九
〜
四
六
頁
。
80
）
例
え
ば
宋
文
帝
元
嘉
五
年
正
月
乙
亥
の
詔
（『
宋
書
』
一
、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
、
巻
五
；
七
六
〜
七
七
頁
）
も
「
諱
む
こ
と
な
く
言
を
以
て
指
陳
せ
よ
」
と
同
様
の
姿
勢
を
踏
襲
す
る
。
81
）
『
文
選
』
に
は
「
百
代
不
易
之
道
」
が
枚
叔
の
「
上
書
諌
天
王
」
に
見
え
る
（『
六
臣
注
文
撰
』
下
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
、
巻
三
九
；
七
三
三
頁
）。
上
引
（
エ
）
の
「
百
王
」
は
典
拠
が
明
確
で
、『
文
選
』
か
ら
の
借
用
で
は
な
い
。
82
）
『
令
集
解
』
後
篇
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）、
巻
一
九
、
考
課
令
、
五
七
三
頁
。
83
）
前
掲
『
令
集
解
』
考
課
令
、
五
六
〇
頁
。
84
）
前
掲
『
漢
書
』
九
；
傳﹇
三
﹈、
二
七
一
〇
〜
二
七
一
一
頁
の
注
五
〇
﹇
四
﹈。『
史
記
』
巻
一
三
〇
（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
）、「
太
史
公
自
序
第
七
〇
」
も
略
同
文
。
以
下
『
史
記
』
か
ら
の
引
用
は
こ
の
標
點
本
に
拠
る
。
85
）
前
掲
『
漢
書
』
一
〇
；
巻
七
三：
三
一
一
七
頁
の
注﹇
九
﹈、
及
び
巻
八
一：
三
三
四
三
頁
の
注﹇
五
﹈参
照
。
86
）
『
古
漢
語
常
用
字
字
典
』（
北
京
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
一
七
頁
；
四
五
七
頁
。
87
）
『
呂
氏
春
秋
詞
典
』（
山
東
教
育
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
四
八
頁
；
三
七
五
頁
。
88
）
前
掲
『
漢
書
』
巻
八
；
二
四
八
頁
、
巻
二
八
上
；
一
五
四
三
頁
。
小
竹
訳
『
漢
書
』
１
；
二
四
二
頁
、
同
３
；
二
七
五
頁
。
89
）
白
川
静
著
『
説
文
新
義
』（
白
鶴
美
術
館
、
一
九
八
三
年
）
巻
五
；
三
五
頁
。
90
）
『
爾
雅
注
疏
』（『
十
三
經
注
疏
』
下
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）、
巻
三
、
釋
言
第
二
；
一
九
頁
（
通
二
五
八
五
頁
）。
91
）
『
古
今
漢
語
詞
典
』（
北
京
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
四
六
頁
及
び
二
九
六
頁
。
92
）
前
掲
『
魏
書
』
第
一
冊
、
巻
四
；
七
六
頁
。
93
）
『
周
書
』
巻
五
（
六
八
頁
）、
武
帝
保
定
三
年
二
月
辛
酉
条
詔
、
及
び
巻
五
（
八
四
頁
）、
建
徳
三
年
五
月
辛
酉
条
詔
。
94
）
『
後
漢
書
』
六
；
巻
四
八
、
列
傳
第
三
八
；
一
五
九
七
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
六
冊
；
三
一
七
〜
三
一
八
頁
。
95
）
前
掲
日
原
氏
著
『
春
秋
公
羊
傳
の
研
究
』、
二
六
頁
。
96
）
岩
本
憲
司
著
『
春
秋
學
用
語
集
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
二
四
頁
。
97
）
東
晋
鄭
太
后
の
諱
（
阿
春
）
を
避
け
て
「
陽
秋
之
義
」
と
す
る
事
も
あ
る
（
陳
垣
著
『
史
諱
例
』
世
界
書
局
、
一
九
六
六
年
、
巻
八
、
一
三
六
頁
）。
依
拠
す
る
傳
に
よ
り
「
公
羊
之
義
」
や
「
穀
梁
之
義
」
と
も
表
記
す
る
。
98
）
前
掲
狩
野
直
喜
著
『
春
秋
研
究
』
所
収
「
公
羊
傳
と
漢
制
」、
一
六
八
頁
。
99
）
前
掲
日
原
氏
著
『
春
秋
公
羊
傳
の
研
究
』、
二
五
頁
、
野
間
文
史
著
『
春
秋
学
｜
公
羊
伝
と
穀
梁
伝
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
八
八
頁
。
宮
崎
市
定
氏
は
「
春
秋
経
文
の
記
録
者
は
素
朴
な
災
異
説
、
天
人
相
関
論
を
」
も
ち
、
ま
た
「
公
羊
傳
は
強
引
な
態
度
で
、
無
理
な
解
釈
を
押
し
通
そ
う
と
し
た
所
が
あ
る
」（「
春
秋
の
郭
公
に
つ
い
て
」『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
五
、
同
朋
舎
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
頁
）
と
し
た
。
）
前
掲
『
史
記
』
巻
一
三
〇
；
三
二
九
七
頁
。
小
川
環
樹
ほ
か
訳
『
史
記
列
伝
』（
五
）、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
一
八
八
頁
。
）
前
掲
『
魏
書
』
巻
一
〇
；
二
六
六
頁
、
永
安
三
年
九
月
戊
戌
条
の
詔
。
）
前
掲
桑
原
氏
『
中
国
の
孝
道
』、
九
〇
〜
九
一
頁
。『
譯
註
日
本
律
令
』
二
・
律
本
文
篇
上
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
）、
名
例
律
﹇
六
﹈・
四
三
頁
、
及
び
同
書
三
・
律
本
文
篇
下
巻
、
賊
盗
律
﹇
一
﹈・
四
九
六
頁
。
前
掲
日
原
氏
『
春
秋
公
羊
傳
の
研
究
』、
一
四
〇
頁
。
）
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
六
冊
、
三
一
七
頁
。『
七
家
後
漢
書
』
（
文
海
出
版
社
有
限
公
司
、
一
九
七
二
年
）
所
収
、『
袁
山
松
後
漢
書
』
楊
終
傳
、
六
〇
二
頁
。
）
正
月
丙
寅
詔
に
「
比
年
牛
多
疾
疫
、
墾
田
減
少
、
穀
價
頗
貴
、
人
以
流
亡
」。『
後
漢
書
』
一
；
巻
三：
一
三
二
頁
。
吉
川
訓
注
五
一
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
『
後
漢
書
』
第
一
冊
、
一
八
四
頁
。
）
『
隋
書
』
一
（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）、
巻
七
、
禮
儀
志
二
；
一
二
五
頁
の
「
祈
雨
七
事
」
中
に
、「
命
會
男
女
、
恤
怨
曠
」
あ
り
。
北
魏
高
祖
や
世
宗
、
宗
ら
の
祈
雨
行
に
も
「
男
女
怨
曠
」
へ
の
対
策
あ
り
。
欽
明
紀
元
年
九
月
「
新
羅
怨
曠
積
年
」
の
記
事
に
、
小
島
憲
之
氏
は
「
怨
曠
の
例
は
魏
志
に
多
い
」（『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
第
三
篇
「
日
本
書
紀
の
述
作
」、
三
五
二
頁
、
三
五
八
頁
）
と
い
う
。
）
前
掲
『
後
漢
書
』
五
、
巻
四
二
；
一
四
二
三
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
六
冊
、
一
頁
。
）
前
掲
『
後
漢
書
』
一
；
巻
一
下：
六
八
頁
、
同
二
；
巻
一
〇
上：
四
〇
三
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
、
九
三
頁
、
第
二
冊
、
二
三
六
〜
二
三
七
頁
。
）
塚
本
善
隆
著
『
中
国
仏
教
通
史
』
第
一
巻
（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
八
年
）
は
、「
少
な
く
と
も
後
漢
朝
廷
が
、
そ
の
一
族
の
王
家
の
ご
と
き
国
家
の
上
層
治
者
階
層
の
人
々
で
も
（
略
）
外
来
仏
教
を
信
奉
し
て
も
よ
い
と
、
公
認
し
た
こ
と
に
な
っ
た
」（
六
七
頁
）
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。
）
前
掲
『
後
漢
書
』
五
；
一
四
二
八
〜
一
四
二
九
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
六
冊
、
一
三
〜
一
六
頁
。『
後
漢
書
』
一
一
；
志
（
一
）
所
収
『
続
漢
書
』
天
文
志
第
一
一
；
三
二
三
〇
頁
。
）
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
六
冊
、
一
七
頁
。
顕
宗
孝
明
帝
紀
に
は
（
永
平
一
三
年
）
一
一
月
「
楚
王
英
謀
反
、
癈
、
國
除
、
遷
於
縣
、
所
連
及
死
者
數
千
人
。」（
前
掲
『
後
漢
書
』
一
；
一
一
七
頁
）
と
記
す
。
）
前
掲
『
日
本
書
紀
』
下
、
四
三
四
〜
四
三
七
頁
。
）
前
掲
『
後
漢
書
』
六
；
一
五
九
九
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
六
冊
、
三
二
一
頁
。
）
前
掲
『
後
漢
書
』
六
；
一
五
九
七
頁
。
吉
川
訓
注
『
後
漢
書
』
第
六
冊
、
三
一
七
頁
。
）
『
公
羊
伝
』
公
元
年
正
月
条
の
「
子
以
母
貴
、
母
以
子
貴
」
は
、『
漢
書
』
哀
帝
紀
、
王
傳
、『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
、
皇
后
陳
夫
人
紀
、
傳
等
に
引
く
。「
君
親
無
將
、
將
而
誅
之
。」
は
荘
公
三
二
年
（
昭
公
元
年
）
秋
七
月
条
に
見
え
、『
漢
書
』
董
賢
傳
、
王
傳
や
『
後
漢
書
』
傳
等
に
引
く
。
）
前
掲
冨
谷
氏
「
西
漢
後
半
期
の
政
治
と
春
秋
學
｜
『
左
氏
春
秋
』
と
『
公
羊
春
秋
』
の
對
立
と
展
開
｜
」、
七
六
頁
。
）
前
掲
『
史
記
』
五
、
巻
三
五
；
一
五
六
四
及
び
一
五
七
〇
頁
。
欧
陽
修
補
亡
『
鄭
氏
詩
譜
』（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
、
第
七
〇
冊
）、
三
〇
七
頁
。
白
川
静
著
『
稿
本
詩
經
研
究
』
通
論
篇
、
一
九
六
〇
年
、
一
三
二
頁
「
詩
譜
」（『
著
作
集
』
第
一
〇
巻
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
再
録
）。
）
前
掲
『
史
記
』
二
；
巻
14：
六
二
六
〜
六
二
七
頁
、
同
五
冊
、
巻
35
；
一
五
七
二
頁
。『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
９
（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）、「
ア
ジ
ア
紀
年
表
」
付
五
参
照
。
）
鎌
田
正
著
『
春
秋
左
氏
伝
』
二
（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）、
七
〇
八
頁
、
成
公
三
年
冬
一
一
月
条
。
）
曹
の
動
向
は
、
前
掲
鎌
田
氏
『
春
秋
左
氏
伝
』
二
；
七
六
七
〜
七
七
二
頁
、
七
七
六
〜
七
七
八
頁
、
八
〇
一
〜
八
〇
四
頁
に
依
拠
し
た
。
）
前
掲
『
史
記
』
二
；
巻
一
四：
六
三
八
〜
六
五
六
頁
。
同
五
；
一
五
七
二
頁
。
前
掲
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
９
、
付
五
。
五
二
）
前
掲
岩
本
氏
『
春
秋
公
羊
傳
何
休
解
』、「
傳
の
部
」、
六
五
五
頁
。
）
「
春
秋
の
義
」
を
指
導
原
理
と
し
た
裁
判
方
法
に
は
、「
統
治
者
が
恣
意
的
に
有
罪
無
罪
を
決
め
る
（
天
意
は
君
意
に
、
さ
ら
に
は
吏
意
に
転
化
し
が
ち
）
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
虞
れ
」（
石
川
英
昭
著
『
中
国
古
代
礼
法
思
想
の
研
究
』
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
六
四
頁
）
が
あ
っ
た
。
）
前
掲
冨
谷
氏
「
西
漢
後
半
期
の
政
治
と
春
秋
學
｜
『
左
氏
春
秋
』
と
『
公
羊
春
秋
』
の
對
立
と
展
開
｜
」、
七
六
頁
、
及
び
日
原
氏
『
春
秋
公
羊
傳
の
研
究
』、
五
九
頁
な
ど
。
）
前
掲
『
史
記
』
一
〇
；
巻
一
三
〇
：
三
二
九
七
〜
三
二
九
八
頁
、
及
び
『
史
記
列
伝
（
五
）』「
太
史
公
自
序
」、
一
八
八
〜
一
九
〇
頁
。
）
『
書
紀
』
編
纂
に
お
け
る
「
漢
籍
出
典
の
面
よ
り
み
れ
ば
、
そ
の
痕
跡
は
頗
る
浅
い
」（
小
島
憲
之
）
と
さ
れ
る
『
史
記
』
だ
が
、
当
時
日
本
の
為
政
者
た
ち
が
『
史
記
』
を
読
ま
な
か
っ
た
の
で
は
無
論
な
い
。
）
小
島
憲
之
校
注
『
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
本
朝
文
粹
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）、
八
一
〜
八
二
頁
。
）
前
掲
岩
本
氏
『
春
秋
公
羊
傳
何
休
解
』、
五
七
一
頁
、『
史
記
』
五
、
巻
三
三
；
一
五
三
二
頁
。
）
『
史
記
』
五
、
巻
三
三
；
一
五
三
二
頁
。
何
休
注
で
は
「
一
生
一
及
」（
前
掲
『
春
秋
公
羊
傳
何
休
解
』、
一
六
六
頁
）。
）
岩
本
前
掲
書
『
春
秋
公
羊
傳
何
休
解
』、
五
七
一
〜
五
七
二
頁
。
）
前
掲
『
続
日
本
紀
』
前
篇
（
改
訂
増
補
国
史
大
系
）、
巻
一
；
五
頁
。
）
前
掲
『
続
日
本
紀
』
前
篇
、
巻
二
；
一
六
頁
。
藤
堂
か
ほ
る
氏
は
「
天
智
の
地
位
は
、（
略
）
律
令
国
家
成
立
時
点
、
す
な
わ
ち
八
世
紀
初
頭
に
は
確
立
し
て
い
た
」（「
律
令
国
家
の
国
忌
と
廃
務
｜
八
世
紀
の
先
帝
意
識
と
天
智
の
位
置
付
け
｜
」『
日
本
史
研
究
』
四
三
〇
号
、
一
九
九
八
年
、
二
四
頁
）
と
指
摘
。
）
『
大
安
寺
縁
起
』（『
群
書
類
従
』
第
二
四
輯
釋
家
部
、
巻
四
三
五
）、
三
九
四
頁
。
寛
平
七
年
八
月
五
日
の
日
付
あ
り
。
）
大
庭
脩
著
『
漢
籍
輸
入
の
文
化
史
｜
聖
徳
太
子
か
ら
吉
宗
へ
｜
』
研
文
出
版
、
一
九
九
七
年
。
厳
紹
湯
玉
「
日
本
に
お
け
る
中
国
典
籍
」（『
日
本
に
お
け
る
中
国
伝
統
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。
）
『
三
国
志
』
一
；
「
魏
書
」（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、
巻
三
；
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
（
靑
龍
二
年
三
月
庚
寅
、
丙
寅
条
）、
及
び
『
陳
書
』
一
（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、
巻
三
；
五
〇
頁
（
天
嘉
元
年
六
月
壬
辰
、
辛
丑
条
）。
）
三
月
戊
午
と
校
訂
。
宗
祐
著
『
點
校
本
兩
唐
書
校
勘
彙
釋
』
上
冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
二
九
頁
。
）
『
舊
唐
書
』
一
（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）、
一
〇
九
頁
。
）
『
周
禮
』
に
「
有
嫡
子
無
嫡
孫
」
の
句
は
な
い
。『
儀
禮
』（
喪
服
、
子
夏
傳
）
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
）
『
晋
書
』
一
（
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）、
巻
四：
九
五
〜
九
六
頁
、
巻
五
三
；
一
四
五
七
頁
以
下
の
愍
懐
太
子
傳
。
）
『
南
齊
書
』
一
（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、
六
〇
頁
。
）
前
掲
『
続
日
本
紀
』
二
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）；
巻
八：
六
〇
頁
の
注
一
。
五
三
「
不
改
常
典
」
の
典
拠
と
『
公
羊
伝
』
）
前
掲
『
続
日
本
紀
』
前
篇
（
改
訂
増
補
國
史
大
系
）
巻
八
、
七
八
頁
、
養
老
三
年
一
〇
月
辛
丑
条
。
）
前
掲
『
続
日
本
紀
』
前
篇
（
改
訂
増
補
國
史
大
系
）
巻
八
；
八
八
頁
、
養
老
五
年
九
月
乙
卯
条
。『
政
事
要
略
』
前
篇
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）、
巻
二
四
；
七
一
頁
、「
官
曹
事
類
」。
）
拙
稿
「
斎
宮
案
内
記
（
八
）」（『
あ
す
の
三
重
』
№
78
、
三
重
社
会
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
）、
一
〇
六
頁
。
五
四
